
　
野
田
市
名
誉
市
民
の
茂
木
七
左
衛
門
氏
が
、
２
月
６
日

午
前
　
時
　
分
、
老
衰
の
た
め
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。　
歳

10

20

104

で
し
た
。
な
お
、
告
別
式
は
２
月
　
日
、
興
風
会
館
で
し

27

め
や
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
故
人
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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’１２

３

ふ
る
さ
と
野
田
の
発
展
に
多
大
な
る
貢
献

　
名
誉
市
民
　

茂
木
七
左
衞
門
氏
逝
去

　
　
　
　
　
　
　
　
　
  ２
月
　
日
し
め
や
か
に
葬
儀
執
り
行
わ
れ
る

27

常
務
取
締
役
、
専
務
取
締
役
を
歴
任

さ
れ
、
さ
ら
に
、
野
田
ガ
ス
（
株
）
取

締
役
、（
株
）
千
秋
社
代
表
取
締
役
社

　
故
茂
木
 七
 
し
ち

 左
  衛
  門
 氏
は
、
昭
和
　

ざ
 
え
 
も
ん

12

年
に
野
田
醬
油
（
現
・
キ
ッ
コ
ー
マ

ン
）（
株
）
入
社
、
以
来
、
取
締
役
、

長
な
ど
の
要
職
を
は
じ
め
、（
財
）
興

風
会
理
事
、
千
葉
県
東
葛
飾
郡
市
緑

化
推
進
委
員
会
委
員
長
な
ど
を
務
め

ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、（
株
）千
秋
社
の
代
表
取
締

役
社
長
と
し
て
、
清
水
公
園
に
お
い

て
は
、野
田
市
総
合
公
園
と
調
和
を
図

り
、整
備
促
進
に
尽
力
い
た
だ
き
、清

水
公
園
と
と
も
に
野
田
市
の
名
を
内

外
に
広
め
、
観
光
客
誘
致
に
貢
献
さ

れ
る
と
と
も
に
、「
中
央
の
杜
」の
整
備

に
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
故
茂
木
七
左
衛
門
氏
は
平

成
３
年
か
ら
中
央
小
学
校
の
同
窓
会

長
を
務
め
る
と
と
も
に
、
平
成
５
年

に
は
、中
央
小
学
校
、Ｐ
Ｔ
Ａ
、
同
窓

生
な
ど
多
く
の
関
係
者
を
取
り
ま
と

め
つ
つ
、創
立
　
周
年
記
念
事
業
実
行

120

委
員
長
と
し
て
、
同
校
教
育
史
料
館

の
開
設
に
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
平
成
　
年
か
ら
　
年
に

11

13

か
け
て
は
、
野
田
市
制
施
行
　
周
年

50

記
念
事
業
実
行
委
員
会
会
長
と
し
て
、

記
念
式
典
を
含
め
延
べ
５
万
１
千
人

故
茂
木
七
左
衛
門
氏
略
歴

明
治
　（
１
９
０
７
）年
５
月
８
日
　

４０

千
葉
県
東
葛
飾
郡
野
田
町（
現
・
野
田

市
）で
生
ま
れ
る

昭
和
　（
１
９
３
７
）年
　
野
田
醬
油

１２

（
現
・
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
）（
株
）入
社

昭
和
　（
１
９
６
５
）年
～
同
　（
１
９

４０

５８

８
３
）年
　
キ
ッ
コ
ー
食
品
工
業（
現
・
日

本
デ
ル
モ
ン
テ
）（
株
）代
表
取
締
役
社
長

昭
和
　（
１
９
６
６
）年
～
同
　（
１
９

４１

６０

８
５
）年
　
マ
ン
ズ
ワ
イ
ン（
株
）代
表
取

締
役
社
長

昭
和
　（
１
９
７
２
）年
～
同
　（
１
９

４７

４９

７
４
）年
　
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
醬
油（
現
・

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
）（
株
）専
務
取
締
役

昭
和
　（
１
９
７
５
）年
　
紺
綬
褒
章
、

５０

藍
綬
褒
章

昭
和
　（
１
９
８
３
）年
　
勲
四
等
旭
日

５８

小
綬
章
、紺
綬
褒
章

昭
和
　（
１
９
８
７
）年
～
平
成
　（
２
０

６２

１６

０
４
）年
　（
株
）千
秋
社
代
表
取
締
役
社
長

平
成
元（
１
９
８
９
）年
～
同
　（
１
９

１０

９
８
）年
　
千
葉
県
東
葛
飾
郡
市
緑
化

推
進
委
員
会
委
員
長

平
成
元
年
　
紺
綬
褒
章

平
成
２（
１
９
９
０
）年
　
野
田
市
名
誉

市
民
推
戴
　
紺
綬
褒
章

平
成
３（
１
９
９
１
）年
～
　
野
田
市
立

中
央
小
学
校
同
窓
会
会
長

平
成
５（
１
９
９
３
）年
　
野
田
市
立
中

央
小
学
校
創
立
　
周
年
記
念
事
業
実
行

１２０

委
員
長
、紺
綬
褒
章

平
成
　（
１
９
９
９
）年
～
同
　（
２
０

１１

１３

０
１
）年
　
野
田
市
制
施
行
　
周
年
記

５０

念
事
業
実
行
委
員
会
会
長

の
市
民
が
参
加
し
た
　
の
記
念
事
業

56

の
実
施
に
尽
力
い
た
だ
く
な
ど
、
広

く
市
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。



許

　
市
で
は
、「
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
高
齢
者
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
や
民
間
活
力
を
活
用
し
た
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
の
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
昨
年
８
月
に

は
、
現
行
の
第
４
期
計
画
が
平
成
　
年
度
で
終
了
す
る
こ

23

と
か
ら
、「
野
田
市
老
人
福
祉
計
画
及
び
介
護
保
険
事
業
計

画
推
進
等
委
員
会
（
岡
田
一
芳
会
長
）」
に
第
５
期
シ
ル
バ

ー
プ
ラ
ン
の
策
定
を
諮
問
し
、
２
月
　
日
に
、
介
護
保
険

17

料
の
上
昇
を
極
力
抑
え
な
が
ら
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
入
居
待
機
状
態
の
改
善
に
向
け
た
施
設
整
備
を
進
め
る

内
容
を
含
め
た
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
市
で
は
平

成
　
年
に
、「
野
田
市
老
人
保
健
福
祉

12

踏
ま
え
、
７
回
に
わ
た
り
審
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

保
険
料
を
抑
え
負
担
を
軽
減

　
中
で
も
、
介
護
保
険
料
の
見
直
し

で
は
、
今
後
３
年
間
の
　
歳
以
上

65

（
第
１
号
被
保
険
者
）
の
保
険
料
は

介
護
報
酬
の
改
定
や
高
齢
者
人
口
の

増
加
に
よ
り
、
国
が
示
し
た
軽
減
策

を
導
入
し
て
も
、
現
行
の
基
準
月
額

３
千
　
円
を
大
き
く
上
回
る
４
千
　

600

400

円
を
超
え
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
た
こ

と
か
ら
、
昨
今
の
経
済
状
況
を
考
慮

し
、
皆
さ
ん
の
負
担
増
を
少
し
で
も

小
さ
く
抑
え
よ
う
と
、「
介
護
保
険
給

付
費
準
備
基
金
」を
取
り
崩
す
こ
と
を

同
委
員
会
で
決
定
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
被
保
険
者
の
負
担
能
力

に
応
じ
て
８
段
階
に
分
か
れ
て
い
る

介
護
保
険
料
は
、
国
の
方
針
や
法
令

の
改
正
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
き
め
細

や
か
な
負
担
能
力
に
応
じ
た
所
得
階

層
と
す
る
た
め
、　
段
階
へ
の
細
分

11

化
を
同
委
員
会
で
決
定
い
た
だ
き
、

　
年
度
か
ら
３
年
間
の
介
護
保
険
料

24の
基
準
月
額
は
、
現
行
よ
り
　
円
の

492

上
昇
に
と
ど
め
た
４
千
　
円
と
す
る

92

答
申
が
２
月
　
日
に
な
さ
れ
ま
し
た
。

17

待
機
改
善
の
施
設
整
備
計
画
も

　
ま
た
、
入
所
待
機
者
の
解
消
が
課

題
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
は
、

　
年
１
月
１
日
現
在
、　
人
の
待
機

24

691

者
が
い
ま
す
が
、
予
約
的
な
待
機
を

除
く
緊
急
性
の
高
い
方
を
　
年
度
末

26

で
推
計
す
る
と
、　
床
が
必
要
と
な

339

り
ま
す
。

　
現
在
、
第
５
期
計
画
を
前
倒
し
し

て
整
備
中
の
　
床
を
除
く
と
、　
床

70

269

が
必
要
な
た
め
、
計
画
に
は
　
床
の

270

整
備
が
位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

で
は
、
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪

問
介
護
看
護
１
施
設
（
定
員
　
人
）、

50

複
合
型
サ
ー
ビ
ス
１
施
設
（
定
員
　25

人
）、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
１
施
設
（
定

員
９
人
）
の
整
備
も
計
画
に
位
置
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
答
申
を
踏
ま
え
、
介
護

保
険
料
の
見
直
し
に
係
わ
る
条
例
の

改
正
議
案
を
、
３
月
議
会
に
提
案
し

て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】高
齢
者
福
祉
課

 介
護
保
険
料
の
上
昇
を
抑
え
つ
つ

　
   特別養護 
老
人
ホ
ー
ム
入
所
待
機
状
況
の
改
善
も

計
画
及
び
介
護
保
険
事
業
計
画
（
野

田
市
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ン
）」（
第
１
期

計
画
）
を
策
定
し
、
市
独
自
の
福
祉

タ
ク
シ
ー
事
業
や
住
宅
改
造
費
助
成

事
業
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

第
５
期
計
画
の
策
定
を
諮
問

　
同
計
画
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

の
内
容
や
介
護
保
険
料
な
ど
を
３
年

ご
と
に
全
国
一
斉
に
見
直
し
て
お
り
、

現
行
の
第
４
期
計
画
は
　
年
度
で
終

23

了
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
で
は
多
く
の
市
民
に

計
画
づ
く
り
に
参
加
し
て
い
た
だ
こ

う
と
、　
年
度
に
計
画
策
定
の
中
心

22

的
な
役
割
を
担
う
「
野
田
市
老
人
福

祉
計
画
及
び
介
護
保
険
事
業
計
画
推

進
等
委
員
会
」
の
委
員
の
う
ち
１
人

を
広
く
市
民
か
ら
募
集
し
、
選
任
す

る
と
と
も
に
、　
歳
以
上
の
方
を
は

65

じ
め
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
や

事
業
者
を
対
象
に
実
態
調
査
を
行
う

な
ど
準
備
作
業
を
進
め
、昨
年
８
月
、

同
委
員
会
に
第
５
期
シ
ル
バ
ー
プ
ラ

ン
の
策
定
を
諮
問
し
ま
し
た
。

　
同
委
員
会
で
は
、
今
回
策
定
す
る

　
年
度
か
ら
　
年
度
ま
で
の
第
５
期

24

26

計
画
の
計
画
期
間
が
第
３
期
計
画
で

掲
げ
た
　
年
度
の
目
標
に
向
け
た
延

26

長
線
上
の
最
後
の
３
か
年
に
な
る
こ

と
か
ら
、
国
の
介
護
保
険
法
の
改
正

や
「
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
」
を

踏
ま
え
つ
つ
、
第
４
期
計
画
に
位
置

付
け
た
各
種
施
策
を
着
実
に
取
り
組

む
た
め
、
基
本
的
に
は
こ
れ
ま
で
の

計
画
を
受
け
継
ぐ
と
し
た
上
で
、
地

区
説
明
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン

ト
手
続
で
寄
せ
ら
れ
た
意
見
な
ど
も

第
５
期
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ン
答
申
さ
れ
る

岡田会長（右）から根本市長に答岡田会長（右）から根本市長に答申申

待機者の改善に向け特養を整待機者の改善に向け特養を整備備
（写真は現在整備中の「椿寿の里」（写真は現在整備中の「椿寿の里」））



距

 私
有
地
を
含
め
た
全
市
域
対
象
の

　
　
　
   除
染
計
画
に
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

申
請
か
ら
除
染
実
施
ま
で

　
除
染
箇
所
を
決
定
す
る
た
め
の
測

定
は
申
請
に
よ
る
も
の
と
し
、
申
請

者
は
土
地
の
所
有
者
や
借
地
権
保
有

者
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
組
合
、
住

居
の
借
主
な
ど
と
し
ま
し
た
。

　
申
請
の
受
付
は
、
原
則
、
自
治
会

回
覧
を
通
じ
て
行
い
ま
す
が
、
未
加

入
の
方
は
直
接
申
請
で
き
る
こ
と
と

し
、
体
が
不
自
由
な
ひ
と
り
暮
ら
し

の
高
齢
者
な
ど
、
申
請
が
困
難
な
方

に
は
、
地
域
の
民
生
委
員
に
協
力
い

た
だ
き
、
申
請
の
補
助
を
行
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
申
請
後
は
市
が
委
託
す
る
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
、
現
地
の
確
認

や
測
定
を
行
い
、
市
が
除
染
の
箇
所

や
方
法
を
決
め
て
、あ
る
程
度
の
区
域

を
ま
と
め
て
除
染
作
業
を
行
い
、
除

染
の
実
施
は
、
比
較
的
放
射
線
量
の

高
い
南
部
・
福
田
地
区
を
優
先
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】環
境
保
全
課

　
市
で
は
、
比
較
的
高
い
放
射
線
量

の
箇
所
が
市
内
で
確
認
さ
れ
て
い
る

こ
と
や
除
染
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

を
多
く
頂
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
皆

さ
ん
の
不
安
を
解
消
し
、
特
に
将
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
今
後
も
安

心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
環
境
を
取

り
戻
す
こ
と
が
急
務
と
考
え
、
私
有

地
を
含
め
た
全
市
域
対
象
の
除
染
計

画
の
素
案
を
策
定
し
、
２
月
　
日
か

10

ら
皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
う
「
パ
ブ
リ

ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

市
独
自
基
準
で
全
市
域
を
除
染

　
素
案
で
は
、
平
成
　
年
度
中
に
全

24

市
域
で
追
加
被
ば
く
線
量
が
年
間
１

ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
下
回
る
こ
と
を

目
標
と
し
、
除
染
基
準
は
、
国
の
測

定
高
　
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
か
ら
１
メ

50

ー
ト
ル
で
毎
時
０
・
　
マ
イ
ク
ロ
シ

23

ー
ベ
ル
ト
よ
り
も
厳
し
い
市
の
独
自

基
準
で
あ
る
測
定
高
５
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
で
毎
時
０
・
　
マ
イ
ク
ロ
シ
ー

23

ベ
ル
ト
と
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
公
共
施
設
の
ほ
か
、
戸

建
て
住
宅
や
集
合
住
宅
の
敷
地
な
ど

私
有
地
を
含
め
た
全
市
域
を
対
象
に
、

　
年
度
中
の
除
染
完
了
を
目
指
す
こ

24と
と
し
て
い
ま
す
。

雨
ど
い
下
や
浸
透
ま
す
を
優
先

　
市
が
計
画
し
て
い
る
私
有
地
の
除

染
は
、
基
準
超
過
箇
所
を
全
て
対
象

に
、
市
が
委
託
し
た
業
者
が
工
事
を

行
い
、
費
用
も
市
が
負
担
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
全
市
域
の
放
射
線
量
を

効
果
的
に
低
減
さ
せ
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
当
面
は
、
雨
ど
い
下
や

雨
水
浸
透
ま
す
な
ど
、
局
所
的
に
高

線
量
と
な
る
箇
所
と
玄
関
や
物
干
し

場
な
ど
毎
日
使
用
す
る
箇
所
に
絞
り

込
ん
だ
除
染
を
展
開
し
、
残
る
基
準

超
過
箇
所
は
、
全
市
域
で
一
巡
し
た

後
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
除
染
作
業
の
内
容
は
、
土

壌
の
天
地
返
し
を
基
本
と
し
、
土
壌

の
処
理
は
同
一
敷
地
内
処
理
に
よ
り

始
め
ま
す
が
、
敷
地
内
で
の
処
理
に

適
さ
な
い
極
め
て
線
量
が
高
い
土
壌

は
、
市
が
新
た
に
設
置
す
る
仮
置
場

に
保
管
し
、
雨
水
浸
透
ま
す
内
に
堆

積
し
た
落
ち
葉
や
雨
ど
い
下
の
芝
生

は
、
市
の
清
掃
工
場
や
関
宿
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
、清
掃
第
二
工
場
に
新
設

す
る
廃
棄
物
仮
置
場
に
保
管
し
ま
す
。

　
な
お
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
分
や
側
溝

も
除
染
の
対
象
に
し
ま
す
が
、除
染
で

生
じ
る
汚
水
や
汚
泥
の
処
分
方
法
が

国
で
確
立
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
処

分
方
法
が
決
ま
り
次
第
対
応
し
ま
す
。

放射能対策

 ひ
っ
た
く
り
ゼ
ロ
を
目
指
し

　
    駅
周
辺
に
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

　
市
内
の
ひ
っ
た
く
り
犯
罪
発
生
状

況
は
、
自
治
会
の
皆
さ
ん
の
自
主
防

　
年
は
　
件
、　
年
は
　
件
、　
年

21

76

22

37

23

は
　
件
と
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

26
　
市
で
は
、
ひ
っ
た
く
り
犯
罪
の
さ

ら
な
る
減
少
を
目
指
し
、
梅
郷
駅
と

川
間
駅
周
辺
に
防
犯
カ
メ
ラ
　
台
を

10

３
月
中
旬
に
設
置
し
ま
す
。

　
防
犯
カ
メ
ラ
は
主
に
公
道
を
　
時
24

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
自
転
車
用
の
防
犯

カ
バ
ー
の
普
及
な
ど
に
よ
り
、
平
成

■梅郷駅周辺の防犯カメラ設置箇所

■川間駅周辺の防犯カメラ設置箇所

間
撮
影
し
、
映
像
は
捜
査
機

関
の
照
会
以
外
に
は
提
供
し

ま
せ
ん
。

　
な
お
、
防
犯
カ
メ
ラ
は
自

主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
地
域

の
見
守
り
を
補
う
も
の
で
す
。

引
き
続
き
、
地
域
の
防
犯
活

動
と
の
相
乗
効
果
で
犯
罪
の

少
な
い
、
安
全
・
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】市
民
生
活
課



鋸

所
得
税
と
市
・
県
民
税
の

　
　
　
　
申
告
は
お
早
め
に

で
取
得
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
利
用
に
あ
た
り
、
土
地

は「
地
番
」、建
物
は「
家
屋
番
号
」

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
権
利

証
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
窓
口
の
開
設
時
間
は
、
平
日
の

９
時
～
　
時
　
分（
正
午
～
　
時

16

30

13

を
除
く
）で
す
。

【
問
合
せ
】
千
葉
地
方
法
務
局
柏

支
局
☎
７
１
６
７
 
３
３
０
９

―

市
役
所
内
の
法
務
局
窓
口
で
も

　
　
　
　
　
　
証
明
書
な
ど
を
発
行

　
法
務
局
野
田
出
張
所（
登
記
所
）

が
柏
支
局
に
昨
年
　
月
に
統
合
さ

11

れ
た
こ
と
か
ら
、
市
役
所
１
階
市

民
課
の
隣
に
、
法
務
局
証
明
書
交

付
窓
口
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
所
得
税
の
確
定
申
告
で
、
住
宅

借
入
金
等
特
別
控
除
を
初
め
て
受

け
る
際
に
必
要
に
な
る
不
動
産
の

登
記
事
項
証
明
書
は
、
柏
支
局
ま

で
出
向
か
な
く
て
も
、
市
役
所
内

　
３
月
　
日
木
ま
で
は
、
所
得
税
の

15

確
定
申
告
と
市
・
県
民
税
の
申
告
の

期
間
で
す
。
終
了
間
際
は
大
変
混
雑

し
ま
す
の
で
、
早
め
の
申
告
を
お
願

い
し
ま
す
。　

◆
年
少
扶
養
控
除
等
が
廃
止
に

　
平
成
　
年
分
の
所
得
税（
市
・
県
民

23

税
は
　
年
度
）か
ら
、　
歳
未
満
の
扶

24

16

養
親
族（
年
少
扶
養
親
族
）に
対
す
る
扶

養
控
除
な
ど
が
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、市
・
県
民
税
の
非
課
税
限

度
額
や
保
育
所
保
育
料
な
ど
は
年
少

扶
養
親
族
数
を
含
め
て
算
定
す
る
の

で
、該
当
箇
所
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

◆
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
雑
損
控
除

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
損
害
の
雑

損
控
除
の
申
告
は
柏
税
務
署
で
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
市
主
催
の
申
告
書

作
成
相
談
会
で
は
相
談
で
き
ま
せ
ん

（
記
載
済
み
の
申
告
書
受
付
は
可
）。

所
得
税
の
確
定
申
告
は
柏
税
務
署
へ

　
柏
税
務
署
の
駐
車
場
は
、
４
月
中

旬
ま
で
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
公

共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
お
体
の
不
自
由
な
方
は
、

専
用
駐
車
場
に
ご
案
内
し
ま
す
の
で
、

案
内
の
者
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

◆
公
的
年
金
所
得
者
は
申
告
不
要
の
場
合
も

　
　
年
分
の
公
的
年
金
等
の
収
入
金

23
額
が
　
万
円
以
下
で
、
か
つ
公
的
年

400

金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金

額
が
　
万
円
以
下
の
場
合
、
所
得
税

20

の
確
定
申
告
は
不
要（
還
付
を
受
け
る

た
め
の
申
告
は
可
）に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
市
・
県
民
税
の
申
告
は
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
郵
送
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申
告
も

　
郵
送
で
提
出
す
る
場
合
は
、直
接
〒

　
 
８
５
２
２
柏
市
あ
け
ぼ
の
２
丁

２７７目
１
番
　
号
柏
税
務
署
へ
送
付
し
て

30

く
だ
さ
い
。控
え
が
必
要
な
方
は
、住

所
・
氏
名
を
記
入
し
た
返
信
用
封
筒
に

切
手
を
貼
り
、同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp://w
w
w
.nta.go.jp

）の
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用

し
て
、
確
定
申
告
書
を
作
成
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
電
子

証
明
書
（
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
）

な
ど
を
お
持
ち
の
方
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
確
定
申
告
が
簡
単
に
で
き

る
 ｅ
  
 Ｔ
ａ
ｘ
 （＝
国
税
電
子
申
告
・

イ
 

タ
ッ
ク
ス

納
税
シ
ス
テ
ム
…http:

     

//w
w
w
.e

   
 
 
  -  

tax.nta.go.jp

             ）が
利
用
で
き
ま
す
。

―

 ―
 
ー

市
・
県
民
税
申
告
書
の
作
成
相
談
会

　
毎
年
中
央
公
民
館
で
開
催
し
て
い

た
相
談
会
は
、
同
館
改
修
工
事
の
た

め
、
会
場
を
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
体

育
室
へ
変
更
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
駐
車

場
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
市
役

所
・
文
化
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
か
公
共

交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
相
談
の
際
に
は
、
源
泉
徴
収
票
や

控
除
証
明
書
な
ど
、
収
入
金
額
や
必

要
経
費
、控
除
金
額
の
分
か
る
書
類
、

印
鑑
な
ど
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

【
日
程
・
会
場
】
３
月
　
日
木
ま
で

15

の
９
時
～
正
午
と
　
時
～
　
時
　
分

13

15

30

（
土・日
を
除
く
）勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

体
育
室
と
関
宿
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
。

　
な
お
、事
前
予
約
は
不
要
で
す
が
、

混
雑
状
況
で
、
早
め
に
受
付
を
終
了

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
市
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
方
】 

　
年
１
月
１
日
に
野
田
市
に
住
所
が

24あ
り
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

は
、市
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

◎
収
入
は
あ
る
が
、
所
得
税
額
を
計

算
し
て
所
得
税
が
生
じ
な
い
方

◎
勤
務
先
か
ら
市
に
給
与
支
払
報
告

書
が
提
出
さ
れ
な
い
方

【
収
入
が
な
く
て
も
申
告
が
必
要
な
方
】

市
・
県
民
税
の
申
告
は
、国
民
健
康
保

険
税
な
ど
の
算
定
資
料
と
な
る
ほ
か
、

幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
金
の
受
給

や
市
営
住
宅
入
居
申
請
の
際
に
必
要

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
収
入
が

な
い
場
合
、
ま
た
は
あ
っ
て
も
、
遺

族
年
金
・
障
害
年
金
・
失
業
給
付
金
な

ど
の
非
課
税
収
入
だ
け
の
方
は
、収
入

０
円
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
期
限
内
に
申
告
が
な
い
場

合
、
所
得
証
明
書
な
ど
が
必
要
な
時

に
交
付
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
申
告
の
必
要
が
な
い
方
】
税
務
署

に
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し

た
方（
予
定
も
含
む
）や
、
勤
務
先
か

ら
市
に
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ

れ
て
い
て
、
内
容
に
変
更
の
な
い
方

【
提
出
方
法
】市
・
県
民
税
の
申
告
書

を
自
分
で
作
成
し
た
方
は
、添
付
資
料

と
と
も
に
、郵
送
か
申
告
会
場
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
に
よ
り
提
出

し
た
方
で
控
え
が
必
要
な
場
合
は
、

住
所
・
氏
名
を
記
入
し
た
返
信
用
封
筒

に
切
手
を
貼
り
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
確
定
申
告
書
の
受
付

　
給
与
収
入
の
み
で
年
末
調
整
を
し

て
い
な
い
方
や
、年
金
収
入
の
み
の
方
、

医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
の
所
得
税

の
確
定
申
告（
　
年
分
の
み
）は
、市
主

23

催
の
相
談
会
場
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

【
問
合
せ
】
所
得
税
の
確
定
申
告
は

柏
税
務
署
☎
７
１
４
６
 
２
３
２

１
、
市
・
県
民
税
の
申
告
は
課
税
課

市
民
税
係

―



漁

　
市
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
・
再
資

源
化
を
進
め
る
た
め
、
今
年
も
指
定

ご
み
袋
引
換
券
の
残
券
を
、
ト
イ
レ

ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
に
交
換
す
る
還
元
事

ご
み
袋
引
換
券
の
残
り
を

　
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ーー
にに

～
交
換
期
間
は
３
月

日
ま
で

　
　
　
～
交
換
期
間
は
３
月
　
日
ま
で
～～

３１３１

　
交
換
は
、
引
換
券
１
枚
（
ご
み
袋

　
枚
分
）に
つ
き
１
パ
ッ
ク（
６
ロ
ー

10ル
入
り
）で
、ご
み
袋
　
枚
券
の
場
合

20

に
は
２
パ
ッ
ク
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
　
年
度
分
の
指
定
ご

23

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

み
袋
引
換
券
の
有
効
期
限
は
　
年
３

24

月
　
日
ま
で
で
、
期
限
を
過
ぎ
る
と

31
指
定
ご
み
袋
や
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ

ー
と
の
交
換
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
清
掃
計
画
課

業
を
３
月
末
ま
で
左
表
の
日
程
で
行

っ
て
い
ま
す
。

　
交
換
す
る
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

は
、
皆
さ
ん
か
ら
資
源
と
し
て
出
さ

れ
た
、
古
紙
　
パ
ー
セ
ン
ト
の
再
生

100

品
で
す
。

　
ご
み
の
不
法
投
棄
は
、
地
域
の
景

観
を
乱
し
、環
境
の
破
壊
に
も
つ
な
が

る「
犯
罪
行
為
」で
、違
反
す
る
と
５
年

以
下
の
懲
役
か
１
千
万
円
以
下
の
罰

金
、ま
た
は
両
方
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
人
目
に
つ
き
に
く
い
か

ら
、
ご
み
が
捨
て
て
あ
る
か
ら
な
ど

の
理
由
で
、山
林
や
農
地
、道
路
な
ど

へ
の
不
法
投
棄
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
木
く
ず
や
角
材
な
ど
の

建
築
廃
材
を
市
内
の
山
林
に
投
棄
し

て
逮
捕
さ
れ
る
な
ど
、
市
内
で
２
人

が
検
挙
さ
れ
ま
し
た
。

　
不
法
投
棄
は
、
地
域
が
一
体
と
な

っ
て「
し
な
い
」「
さ
せ
な
い
」「
許
さ
な

い
」意
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
市
で
は
、
不
法
投
棄
を
防
止
す
る

た
め
、
廃
棄
物
減
量
等
推
進
員
を
中

心
と
し
た
通
報
を
は
じ
め
、
委
託
業

者
に
よ
る
巡
回
、　
時
間
電
話
通
報
制

24

度
、関
係
地
権
者
に
草
刈
り
や
防
護
柵

設
置
の
要
請
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
不
法
投
棄
防
止
看
板

の
設
置
や
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
な
ど

の
対
策
も
講
じ
て
い
ま
す
。

　
不
法
投
棄
を
見
か
け
た
ら
、
野
田

警
察
署
（
☎
７
１
２
５
 
０
１
１

０
）、
清
掃
第
一
課
（
☎
７
１
３
８
 

１
０
０
１
）、関
宿
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー（
☎
７
１
９
６
 
０
０
２
２
）ま

－

－

－

で
、①
自
分
の
住
所
、氏
名
、電
話
番

号
、
②
不
法
投
棄
の
発
生
か
発
見
し

た
日
時
、場
所
、投
棄
さ
れ
て
い
る
も

の
と
量
、
③
投
棄
者
、車
両
の
車
種
・

色
・
ナ
ン
バ
ー
な
ど
、詳
細
な
情
報
も

分
か
る
範
囲
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
清
掃
第
一
課
と
関
宿
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
で
は
、休
日
、夜
間
は
留
守
番
電
話

で
通
報
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

地
権
者
は
空
き
地
の
管
理
を

　
ま
た
、
不
法
投
棄
の
原
因
の
ひ
と

つ
に
、
空
き
地
の
管
理
不
足
も
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

　
空
き
地
の
所
有
者
は
、
草
刈
り
や

侵
入
防
止
の
柵
、立
て
看
板
の
設
置
、

さ
ら
に
は
定
期
的
に
見
回
る
な
ど
、

適
切
な
管
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

野
焼
き
は
大
気
汚
染
の
原
因
に
も

　
野
焼
き
と
は
、
法
令
に
定
め
ら
れ

た
焼
却
炉
を
使
わ
ず
、
石
油
缶
や
ド

ラ
ム
缶
、
地
面
に
掘
っ
た
穴
な
ど
で

ご
み
を
焼
却
す
る
こ
と
で
す
。

　
ご
み
の
野
焼
き
は
、
煙
や
悪
臭
な

ど
に
よ
り
近
所
へ
の
迷
惑
と
な
る
ほ

か
、ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
発
生
な
ど
、

健
康
に
悪
影
響
を
与
え
る
恐
れ
が
あ

る
た
め
、
農
作
業
で
必
要
な
場
合

（
農
作
業
の
場
合
で
も
周
辺
住
民
の

迷
惑
と
な
る
と
き
は
指
導
の
対
象
と

な
り
ま
す
）
な
ど
を
除
き
、
廃
棄
物

処
理
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
違
反
し
た
場
合
は
、
５
年

以
下
の
懲
役
か
１
千
万
円
以
下
の
罰

金
、ま
た
は
両
方
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　
家
庭
ご
み
は
集
積
所
へ
、
事
業
所

の
場
合
は
許
可
業
者
に
委
託
す
る
な

ど
適
切
に
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
不
法
投
棄
は
清
掃
第
一

課
、
関
宿
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
野

焼
き
は
環
境
保
全
課

■交換の日程と場所

ご
み
の
不
法
投
棄
や

  野
焼
き
は「
犯
罪
行
為
」で
す

ン
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
灰
は
放
射
能
濃
度
を
測
定
し
、安

全
性
を
確
認
し
た
上
で
処
分
し
ま
す

【
問
合
せ
】
清
掃
第
一
課
☎
７
１

３
８
 
１
０
０
１
、関
宿
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
☎
７
１
９
６
 
０
０
２
２

－

－

　
市
で
は
、
３
月
１
日
か
ら
、  薪
 
ま
き

ス
ト
ー
ブ
の
使
用
や
木
炭
を
燃
料

と
し
て
利
用
し
た
際
に
発
生
し
た

灰
の
回
収
を
行
い
ま
す
。

　
灰
は
、一
般
ご
み
に
出
し
た
り
、

庭
や
畑
に
ま
い
た
り
せ
ず
、
水
を

通
さ
な
い
袋
に
入
れ
て
、人
が
近
寄

ら
な
い
場
所
に
保
管
し
、
必
ず
清

掃
第
一
課
ま
た

は
関
宿
ク
リ
ー

薪
ス
ト
ー
ブ
な
　

　
ど 
の
灰
は
市
で
処
分

日
　
程

３
月
１
日
木
ま
で

３
月
２
日
金
～

３
月
　
日
金

１６

３
月
　
日
土
～

１７３月
　
日
土

３１

時
 間

９
時
～
　
時
１７

場
　
所

南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館

（
１
階
ラ
ウ
ン
ジ
）

北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館

（
１
階
ロ
ビ
ー
）

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

（
１
階
ロ
ビ
ー
）

関
宿
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ
の
郷

（
会
議
室
）

※勤労青少年ホームを利用される方は、勤労
　青少年ホームの駐車場か文化センター駐車
　場をご利用ください
※交換は表内のいずれの施設でも可能です
※関宿北部公民館（旧関宿町の北コミュニティ
　センター）では交換を行いません
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し尿粗大
ごみ

ごみ
袋電話番号所　在　地店　舗　名

《東部地区》
○◎☎７１２３-２５１８柳沢４９よろづや

◎☎７１２２-７３５８柳沢４９-５０内木商店
○◎☎７１２５-３７８５柳沢２９９藤屋酒店
○○◎☎７１２２-６３６３柳沢３２３-3新井商店
○◎☎７１２２-１３１４横内６１-7やましろや酒店

○◎☎７１２５-５２９５横内７２渡辺農事園芸センター
《南部地区》

○◎☎７１２２-０２３２今上１７８４菓子屋
◎☎７１２２-５７５７桜台７０西山商事
○◎☎７１２５-３７７５堤根３１６ケーヨーデイツー野田店
○◎☎７１２３-００３８花井１９４サラダ館のだ花井店・酒のおおみや

◎☎７１２６-２６００花井１９７ドラッグストアマツモトキヨシ野田花井店
○◎☎７１２１-２１０１みずき二丁目１２いなげや野田みずき店

◎☎７１２１-２７８８みずき三丁目1ホーマックスーパーデポ野田みずき店
○☎７１２１-５３４１山崎８９-1ローソン野田山崎店
○☎７１２５-８３８８山崎１３３０-1ジェーソン野田店
○◎☎７１２５-６２５５山崎１３３１-７９伊藤酒店

○☎７１２０-２３０１山崎１３７３-1ファミリーマート野田北大和田店
○☎７１２３-８８２１山崎１８８１ドラッグストアマツモトキヨシ梅郷駅前店
○◎☎７１２３-１８１１山崎１９４４-1スリーエフ野田梅郷駅入口店
○◎☎７１２２-１４６３山崎２１７０佐藤燃料店

○☎７１２６-２２００山崎２２３５-1ファミリーマート野田梅郷南店
◎☎７１２２-５２１７山崎２５８９-1藤井商店
◎☎７１２３-４８４８山崎２６２６-3ファミリーマート野田山崎店

○○◎☎７１２３-００１１山崎２６３１うおもんストア
○◎☎７１２２-０５８３山崎２６３９-8寿美野屋

《北部地区》
◎☎７１２９-０３９０泉三丁目２-１セブンイレブン野田蕃昌店

○○◎☎７１２２-１６８２岩名６７５-2高橋商店
○◎☎７１２９-６６７７岩名２００９-2酒＆米なかた屋

◎☎７１２７-２２２５岩名一丁目２６-5ドラッグストアマツモトキヨシ川間南口店
◎☎７１２７-２５１１岩名二丁目６パルシステム千葉のだいわき店

○◎☎７１２９-７５１１岩名二丁目３２-9佐原屋酒店
◎☎７１２７-０７０１岩名二丁目４４-1ローソン野田岩名二丁目店
◎☎７１２９-０６１１春日町１３-1ヨークマート野田川間南店

○○◎☎７１２７-０３３１春日町１４-１３ショップ春日
○◎☎７１２９-７６０８春日町１９-8ナベクラ商店
○○☎７１２９-５８４７五木新町8-1江村酒店

◎☎７１２８-１１２２七光台4-2マックスバリュ野田七光台店
◎☎７１２７-８７７７七光台4-2ロイヤルホームセンター野田店

○○◎☎７１２９-３９１６七光台9宮沢商店
○☎７１２０-８２２５七光台１６８-１９セブンイレブン野田七光台店
◎☎７１２９-４３０４七光台２３４-3若狭屋

○◎七光台２３６-4田中商店
○○○☎７１２９-３６２６七光台３７７-3尾崎屋
○○◎☎７１２９-３９８７七光台４２７中村米店

○☎７１２７-７７７０七光台４４９-1関薬品
○☎７１２９-３２７０蕃昌５４-2ファミリーファッションのぐち
◎☎７１２１-６６１６谷津１３１-1スリーエフ野田谷津店

○○◎☎７１２２-２６６９谷津８５２鳥海商店
◎☎７１２９-４０４５谷津１１９４中村商店
◎☎７１２０-８１８０谷津１３４５-2セブンイレブン野田谷津店

《川間地区》
○☎７１２９-６０２４尾崎７０-7エビナ電気川間店

◎☎７１２９-５５７０尾崎３０７倉持酒店　酒のクラモチ川間店
◎☎７１２９-１３６１尾崎８０７-１０松岡酒店
◎☎７１２９-３８１５尾崎８１５-5深井商店

○◎☎７１２９-４０６２尾崎８３０因田商店
○☎７１２７-０６８７尾崎８４０-3ミニストップ川間駅前店
◎☎７１２８-１２５１尾崎８５３魚悦川間店
◎☎７１２９-０８０７尾崎８５７セブンイレブン野田尾崎店

○◎☎７１２９-４０３８尾崎１６５６深井
○○◎☎７１２９-５６６０尾崎１７１９松村酒店

し尿粗大
ごみ

ごみ
袋電話番号所　在　地店　舗　名

《川間地区》
◎☎７１２９-４０５８中里５４９岩瀬商店

○○◎☎７１２９-８０９０日の出町1-１１マルギクヤ
◎☎７１２９-５５５４日の出町１９-１5島田薬局
○☎７１２０-８２６６船形８８４-1サンクス野田船形店
○◎☎７１２９-４５２８船形９３０コンビニエンスストアーアライ
○○○☎７１２９-４９４４船形１０１１-2松本商店

《福田地区》
◎☎７１２５-２１９１上三ケ尾２２７野田工業団地協同組合
○☎７１３８-１５５２木野崎１３４８吉場食品店
○☎７１３８-１１７０木野崎１６４６-３１セブンイレブン野田木野崎店
○☎７１３８-１９６９木野崎１６４７-1ローソン野田木野崎店

○○◎☎７１３８-１５１５木野崎２０９６大久保商店
○☎７１２４-７２０５下三ケ尾２８３-1平野屋商店
○☎７１３８-２６６５下三ケ尾３３４-9セブンイレブン野田下三ケ尾店

○◎☎７１３８-０８５５下三ケ尾５１６平佐屋商店
○◎☎７１３８-００１８瀬戸５６３青山酒店
○◎☎７１２２-３８８４西三ケ尾３３５ヤマザキショップ閑居商店

◎☎７１３８-２８８８西三ケ尾４２４-４６ドラッグストアマツモトキヨシグリーンパーク店
○◎☎７１３８-０３５３三ツ堀１３７-1東屋酒店
○○☎７１３８-１４１４三ツ堀８２５山﨑商店

○☎７１３８-０２５５三ツ堀１１５７セブンイレブン野田三ツ堀店
《関宿地域》

◎☎７１９６-２８７１親野井１２５古沢商店
○○☎７１９６-０３８０柏寺４８７-2細井石油

○☎７１９８-３３３０木間ケ瀬３５０ローソン野田利根大橋店
◎☎７１９８-０２０７木間ケ瀬１８３７-7コンビニいいづか

○○◎☎７１９８-００１２木間ケ瀬２０７７-3丸福商店
○☎７１９８-５５１５木間ケ瀬２６５３-4セブンイレブン関宿木間ケ瀬店

○○◎☎７１９８-０２１０木間ケ瀬３１７８デイリーマートタジマヤ
○○◎☎７１９８-０２２０木間ケ瀬３１９４-5オヌマ

◎☎７１９８-０２３１木間ケ瀬３２０２-1エフ・エム・スズキ
○☎７１９８-０２３８木間ケ瀬３２０９大塚農機

○○◎☎７１９８-０２１６木間ケ瀬４０１５全日食チェーン小沼屋
○☎７１２０-６３１５木間ケ瀬４８８８-1ファミリーマート関宿中央店
◎☎７１２０-４６２０木間ケ瀬４９３４-1ヤックスドラッグ関宿店

○◎☎７１９８-２２０９木間ケ瀬５０４４コスモス関宿店（古矢酒店）
○☎７１９８-２３２３木間ケ瀬５２６０-1ローソン野田木間ケ瀬南店
◎☎７１９８-１４２８木間ケ瀬５８９０逆井青果
○☎７１９８-８９１０木間ケ瀬６１９２-1セブンイレブン関宿木間ケ瀬南店

○○◎☎７１９６-００４１桐ケ作８６３-1岡安商店
◎☎７１９６-２０５４桐ケ作１１８１-１１いんでんストアー
○○☎７１９６-０３１３桐ケ作１６１１関口商店

○☎７１９８-４３０２古布内２６１田村商店
○◎☎７１９６-２０６０古布内１５９７岡田商店
○○◎☎７１９６-０１２０関宿台町２５９４斉藤商店

○☎７１９６-５１０８関宿台町２７５９-1セブンイレブン野田関宿台町店
◎☎７１９６-２２００関宿元町１００釜半商店
○☎７１９８-１８５１次木２９田代新聞店
◎☎７１９８-７４２３次木５８セブンイレブン関宿次木店
◎☎７１２０-４７２５次木１５３-1コメリハードアンドグリーン関宿店
○○☎７１９６-２５２７次木２９１-2ローソン野田次木店
○◎☎７１９６-１０３２新田戸５１１越後屋酒店

○○☎７１９６-３２１１新田戸５７９ファミリーマート野田二川店
○◎☎７１９６-００１８新田戸６７８二川屋商店
○◎☎７１９６-２０１１新田戸６８７由岐商店
○◎☎７１９６-１２６６東高野６２関食品
○○☎７１９６-００９５東高野７８-2大野屋
○☎７１９８-００３７東宝珠花５０-4リビングショップ秋山

◎☎７１９８-４６５７東宝珠花１１１-3ローゼン洋菓子店
◎☎７１９８-７９３１東宝珠花１２６-1ライフ関宿店

○○○☎７１９８-１０１７東宝珠花１４６新酒屋　
◎☎７１９８-００５１東宝珠花１７１スクール＆ファッションプラザ竹の屋
◎☎７１９８-３１１１東宝珠花３２１エコス関宿店
○○☎７１２０-６６４６平井２３２-1ローソン野田平井店



魚

　平成２４年度（４月から２５年３月まで）分の「指定ごみ
袋引換券」は、３月中旬に各世帯主あてに郵送します。
　引換券は１３０枚分ですので、利用者が可燃ごみ専用
と不燃ごみ専用の袋を選択し、引き換えてください。
　なお、券は再発行しませんので、紛失しないよう
十分注意してください。
　また、一度引き換えた袋は、不良品を除き、お取り換
えできませんので、計画的に引き換えてください。

　袋の容量区分は、２月末日の住民基本台帳を基に、
１人世帯は２０リットル、２人から４人世帯は３０リッ
トル、５人以上世帯は４０リットルとなります。
　なお、「野田市指定ごみ袋」と「粗大ごみ処理券」、
「し尿処理券」の取扱店は下記のとおりです。それ
ぞれ、○印（指定ごみ袋の取扱店のうち、◎は無料
引換と有料購入、○は無料引換のみ可能）のある店
舗で、引き換えまたは購入してください。
【問合せ】指定ごみ袋は清掃計画課、粗大ごみ処理
券は清掃第一課☎７１３８－１００１と関宿クリーンセンタ
ー☎７１９６－００２２、し尿処理券は清掃第二課☎７１２７－
１５００

２４年　　度 指定ごみ袋引換券
３月中旬に郵送

■野田市指定ごみ袋・粗大ごみ処理券・し尿処理券取扱店
（平成２４年２月４日現在・大字ごとに番地の小さい順に表記）

し尿粗大
ごみ

ごみ
袋電話番号所　在　地店　舗　名

《中央地区》
○○◎☎７１２２-３０３９上花輪６３２八角米穀店

○☎７１２２-２０２２上花輪６６４小西屋酒店
○○☎７１２２-２９０５上花輪８４６棒山堂
○☎７１２２-０５２４上花輪１１４８-5妙商店

○◎☎７１２２-２７２０上花輪１３９３魚吉商店
○☎７１２５-２８５５上花輪１４９０古澤商店
○◎☎７１２４-２６９１上花輪新町１６-9宮沢商店

○☎７１２５-２４８１上花輪新町３８-1セブンイレブン野田上花輪新町店
◎☎７１２６-１０００桜の里二丁目1ベイシア野田さくらの里店
○☎７１２６-５２４１桜の里二丁目5-5ファミリーマート野田桜の里店

○◎☎７１２２-０２４６清水１１０やまとや食堂
◎☎７１２１-１７８６清水１１７-3ヤックスドラッグ野田店
◎☎７１２２-２８４１清水１７１川上商店

○○☎７１２３-２７７５清水２４４宝野たばこ店
◎☎７１２３-３１０１清水２６８長堀商店
○◎☎７１２５-２７８６清水２６８日之出屋金物店
○○◎☎７１２２-２７７７清水４１５酒の玉屋

◎☎７１２２-２０８２清水４３６秦野商店
○☎７１２５-３０３０清水９０６千秋社　清水公園事務所

◎☎７１２６-１５６０つつみ野一丁目１-2スギドラッグ野田つつみ野店
◎☎７１２６-１５１１つつみ野一丁目１-3ヤオコー野田つつみ野店
○◎☎７１２２-０７６４中野台６０平山商店

◎☎７１２５-２０４８中野台６６-5高橋商店
◎☎７１２６-２６７１中野台１０６-1ファミリーマート野田中野台店

○○☎７１２２-２７６７中野台１１７岡安タバコ店
○○☎７１２２-３４０８中野台１３６戸辺サイクル

◎☎７１２２-２８９５中野台１７０藤野屋米店
○○☎７１２２-３９６５中野台１８４栃木屋たばこ店

◎☎７１２２-３１６５中野台１９７岡友
○○☎７１２２-１１５０中野台３１９ますや菓子店

○◎☎７１２５-５５９１中野台３８３パッケージプラザ　ナカオサ
○◎☎７１２２-０８４８中野台３８７岡田たばこ店

◎☎７１２２-２５３３中野台４０７平井屋米店
○○◎☎７１２４-６３１８中野台４４３増山商店

◎☎７１２２-５３２１中野台５２９戸辺青果店
◎☎７１２４-４１３１中野台７０２西見屋商店
○☎７１２３-３１７５中野台７１８平井建設

○◎☎７１２４-０１０１中野台８３９杉崎たばこ店
○◎☎７１２２-２４８２野田５４小久保商店
○○◎☎７１２２-２６６８野田７６メガネヤ商店
○◎☎７１２２-００８５野田１２５-1豊田商店

し尿粗大
ごみ

ごみ
袋電話番号所　在　地店　舗　名

《中央地区》
○◎☎７１２５-６６２２野田２５７日野屋
○☎７１２３-２２８７野田２６７福田屋せんべい店

◎☎７１２２-２４０５野田３１２山宇商店
○☎７１２６-４３３５野田３４７ファミリーマート野田うらら仲町店
○◎☎７１２２-２７２２野田５５３錦屋酒店
○☎７１２２-２５５９野田６０６吉野屋商店
○☎７１２２-２６５３野田６５２色川燃料店
○☎７１２２-３１０４野田６５３山幸商店

○☎７１２２-２８８６野田６９４小森屋家具店
◎☎７１２５-７１３６野田６９４-4米川文具店
◎☎７１２２-４３９５野田７７３-2福田文具店
○◎☎７１２２-２７５７野田７８５清水屋食料品店

《東部地区》
◎☎７１２４-８２５０大殿井８３-9野田ドンキー
◎☎７１２４-０１４１大殿井８３-２６やまに酒店
○☎７１２４-７８９２大殿井１５０-２０５薬店サカイ
○◎☎７１２４-１３１１大殿井１５０-２１０スーパーかわた

◎☎７１２６-１２４５大殿井３０３-1ファミリーマート野田大殿井店
○○☎７１２２-５０２３大殿井５８８中山商店
○☎７１２５-１１１１鶴奉7-1（市役所内）千葉銀行野田支店市役所派出所
○○◎☎７１２４-２３１１鶴奉８４-6小林商店

◎☎７１２４-３７４９鶴奉５８６-３４テラダ商事
○○◎☎７１２６-２３５１中根6-9サンクス野田中根店

○◎☎７１２２-３２５８中根２１菅井商店
◎☎７１２２-８１００中根３６-1イオンノア店

○○◎☎７１２４-２３１０中根３８-１９三近
◎☎７１２４-９１４１中根５５-9ヤマザキショップ吉岡

○○◎☎７１２２-２６５４中根６７パートナーショップシイナ
○○◎☎７１２４-５６８０中根１４０-１２６関商店
○◎☎７１２５-５５８９中根１９３パルシステム千葉のだ中根店

○☎７１２３-６６８１中根２１８-５５セブンイレブン野田中根店
○○◎☎７１２２-３４２１中根２３７大森商店

◎☎７１２６-２２７１宮崎４５-2クリエイトエス・ディー野田宮崎店
○○◎☎７１２３-７２５３宮崎４５-2セブンイレブン野田宮崎小学校前店

○☎７１２６-４８８０宮崎１２３-１０ファミリーマート野田宮崎店
◎☎７１２２-４８５９宮崎１３４-1のだリカーズ宮崎商店
◎☎７１２３-１２３１宮崎１４６-１１セブンイレブン野田宮崎店

○○◎☎７１２２-３４８０宮崎２０９-１１ＫＣＳふるや
○○◎☎７１２２-２０２６目吹３８４-4明治屋
○◎☎７１２２-３０２９目吹１４７１-6山崎屋商店

◎☎７１２５-４７４３目吹１４７５シブヤ商店
◎☎７１２１-３７５３目吹１６９５-3セブンイレブン野田目吹店
◎☎７１２２-３００６目吹１８８６勝文商店

○☎７１２４-２６１６目吹１９６５日本一
○◎☎７１２４-３７１０柳沢５クリーニング大洋舎
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笑
顔
と
言
葉
で
つ
づ
る

　
　
　
　
お
も
ち
ゃ
へ
の
思
い

　
郷
土
博
物
館
で
　
日
ま
で
開
催
中
の
企
画
展「
集
ま

26

れ
！
ワ
ク
ワ
ク
み
ん
な
の
お
も
ち
ゃ
」の
出
展
者
　
人
11

が
お
も
ち
ゃ
の
説
明
や
入
手
し
た
由
来
な
ど
を
語
る

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
が
２

月
４
日
同
館
で
行
わ
れ
た
。

　「
近
所
で
買
え
ず
、都
内

の
百
貨
店
で
も
行
列
に
な

る
ほ
ど
人
気
の
人
形
で
し

た
。今
で
も
大
切
に
し
て
い

ま
す
」な
ど
の
話
に
、当
時

を
知
る
来
館
者
は
懐
か
し

そ
う
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

ゴムで飛ばす紙飛行機の指導も熱心に

市民訪問

　「
落
語
家
に
な
ろ
う
と
決
め
た
の

は
、大
学
４
年
生
の
時
で
す
。自
分
に

向
い
て
い
る
な
と
思
っ
て
」と
落
ち
着

い
た
口
調
で
話
し
て
く
れ
た
の
は
、

落
語
協
会
で
今
春
の
真
打
ち
単
独
昇

進
を
決
め
た
 春
 
し
ゅ
ん

 風
  亭
 一
之
輔
さ
ん
。

ぷ
う
 て
い

　「
光
栄
な
こ
と
で
す
が
、責
任
や
重

み
も
感
じ
ま
す
ね
。で
も
、今
ま
で
に

つ
ら
い
と
思
っ
た
こ
と
は
な
い
で
す

よ
。好
き
な
落
語
で
ご
飯
が
食
べ
ら
れ

る
だ
け
で
十
分
で
す
か
ら
」と
謙
虚
な

姿
勢
を
崩
し
ま
せ
ん
。

　
野
田
市
に
は
大
学
入
学
前
ま
で
住

ん
で
い
た
そ
う
で
、「
小
学
生
の
と
き

に
は
全
校
生
徒
の
前
で
落
語
を
披
露

し
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。七
夕
や
ど
ろ

祭
に
も
行
き
ま
し
た
よ
」と
当
時
を
振

り
返
り
ま
す
。

　
市
民
の
方
に
も
落
語
を
聞
い
て
笑

っ
て
ほ
し
い
と
い
う
一
之
輔
さ
ん
。

　「〝
ふ
る
さ
と
野
田
〟と
掛
け
て
お
 稽
 
け
い

 古
 事
と
解
く
。そ
の
心
は
、ど
ち
ら
も

こ 下
  地
 が
大
切
で
す
」と
謎
掛
け
の
答
え

し
た
 
じ

が
。「
謎
掛
け
は
苦
手
な
ん
で
す
。下

地
に
は
醤
油
の
意
味
も
あ
る
と
書
い

て
く
だ
さ
い
ね
」と
最
後
は
照
れ
な
が

ら
も
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

桜
台
出
身
・
昭
和
　
年
生
ま
れ

53

多
く
の
皆
さ
ん
に

　「
笑
い
」を
お
届
け
し
ま
す

春
風
亭
　
一
之
輔
さ
ん

表
現
力
豊
か
な

　
　
子
ど
も
た
ち
の
絵
が
一
堂
に

県知事賞をはじめ４点が特別賞に

　
今
年
度
の
こ
ど
も
県
展
で
準
特
選
以
上
を
受
賞
し

た
市
内
小
中
学
生
の
絵
画
を
、一
堂
に
展
示
し
た「
子

ど
も
美
術
展
」が
、２
月
４
日
か
ら
　
日
ま
で
野
田
公

20

民
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　
風
景
を
描
写
し
た
 精
  緻
 

せ
い
 
ち

な
作
品
か
ら
、
空
想
の
世

界
を
描
い
た
個
性
的
な
作

品
ま
で
計
　
点
を
展
示
。

64

訪
れ
た
人
は
、
子
ど
も
た

ち
の
豊
か
な
表
現
力
に
感

心
し
た
様
子
で
一
点
一
点

に
見
入
っ
て
い
た
。

紙上公共施設見学会
 　　　「東葛飾地域農林業センター」

き
る
方
は
、
農
林
業
従
事
者
な
ど
に

限
ら
れ
ま
す
が
、
味
噌
づ
く
り
教
室

の
受
講
終
了
者
は
、
施
設
や
機
械
を

利
用
で
き
ま
す
。

　
詳
細
は
、
農
政
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

作
田
で
つ
く
ら
れ
た
野
田
産
大
豆
を

使
用
し
て
の
味
噌
づ
く
り
や
豆
腐
づ

く
り
、
ま
た
、
減
化
学
肥
料
・
減
農

薬
で
栽
培
さ
れ
た
野
田
産
米
を
使
っ

て
の
太
巻
き
寿
司
づ
く
り
な
ど
が
行

わ
れ
、
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
同
施
設
の
貸
館
を
利
用
で

　
東
葛
飾
地
域
農
林
業
セ
ン
タ
ー
は
、

昭
和
　
年
に
千
葉
県
が
農
林
業
を
振

57

興
す
る
た
め
、
農
林
業
従
事
者
や
後

継
者
を
対
象
に
し
た
農
林
業
経
営
や

技
術
の
研
修
を
実
施
す
る
施
設
と
し

て
設
置
し
ま
し
た
。

　
ほ
か
に
も
、
農
林
業
関
係
者
が
行

う
研
修
や
集
会
な
ど
の
た
め
の
貸
館

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
生
産
者
と
消
費
者
の
交
流

の
場
と
し
て
、
地
元
農
産
物
を
使
っ

た
加
工
技
術
体
験
教
室
な
ど
に
も
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
　
回
開
催
さ
れ
る
、
体
験
教

10

室
で
は
、
米
の
生
産
調
整
に
よ
る
転

安全安心な農産物を自分の手で加工を



享

ボランティア連絡協議会訪問（１）
 　　　朗読グループ あいの会

　
野
田
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議

会
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
士
の
横
の

つ
な
が
り
を
深
め
、
情
報
交
換
や
親

睦
・
交
流
し
な
が
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
よ
り
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
に
平
成
６
年
に
結
成
さ
れ
、
現

在
　
団
体
　
人
が
登
録
し
て
い
ま
す
。

27

553

　
今
号
か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
地
域
で
活
躍
す
る
同
協
議
会
の
登

録
団
体
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

音
訳
で
声
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
朗
読
グ
ル
ー
プ
あ
い
の
会
は
、
昭

和
　
年
に「
野
田
朗
読
奉
仕
会
」と
し

54

て
発
足
し
、
翌
　
年
に
「
朗
読
グ
ル

55

ー
プ
あ
い
の
会
」に
改
称
し
ま
し
た
。

　
同
会
は
、
月
２
回
発
行
の
「
市
報

の
だ
」
を
音
訳
し
、
登
録
さ
れ
た
視

覚
障
が
い
者
に
お
届
け
す
る
活
動
を

中
心
に
、県
民
だ
よ
り
や
タ
ウ
ン
誌
、

民
話
な
ど
、
毎
月
９
タ
イ
ト
ル
の
音

訳
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
小

説
や
文
庫
本

な
ど
の
音
訳

図
書
を
作
製

し
、
興
風
図

書
館
に
寄
贈

を
読
む
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
高
齢

者
に
も
同
会
を
ご
利
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
野
田
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

連
絡
協
議
会
・
小
川
☎
７
１
２
３
 

９
２
５
４
、
朗
読
グ
ル
ー
プ
あ
い
の

会
・
田
中
☎
７
１
２
７
 
０
９
２
６ －

－ し
て
い
ま
す
。

　
ほ
か
に
、対

面
朗
読
や
訪

問
朗
読
も
行

っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
視

覚
障
が
い
者

の
ほ
か
、
字

市報の内容をテープやＣＤ市報の内容をテープやＣＤにに

利用者との交歓会も年２回開利用者との交歓会も年２回開催催

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉

　
県
指
定
文
化
財
の
「
 木
  造
  伝
  親
  鸞
 

も
く
 ぞ
う
 で
ん
 し
ん
 ら
ん

 聖
 
し
ょ
う

 人
 
に
ん

 坐
  像
 」
と

ざ
 
ぞ
う

「
 木
  造
  阿
  弥
  陀
  如
  来
  坐
  像
 」を
所
蔵
す
る
常
敬
寺（
中

も
く
 ぞ
う
 
あ
 
み
 
だ
 
に
ょ
 ら
い
 
ざ
 
ぞ
う

戸
）で
、２
月
　
日
、
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
た
。

11

　
訓
練
に
は
、
地
域
の
人

た
ち
約
　
人
が
参
加
し
、

50

火
災
発
生
を
想
定
し
た
消

防
車
に
よ
る
放
水
や
文
化

財
の
持
ち
出
し
訓
練
、
消

火
器
で
の
初
期
消
火
活
動
、

煙
体
験
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作

法
な
ど
、
万
が
一
を
想
定

し
た
訓
練
を
実
施
し
た
。

地
域
の
人
た
ち
も
協
力
し
て

　
　
文
化
財
を
守
る
防
災
訓
練

文化財の搬出訓練では模擬品を使用

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

①ゴボウはよく洗って皮をそぎ、４センチほどの長さに
切る②耐熱容器などに①を入れ、ラップをして電子レン
ジで４、５分加熱する③こんにゃくはひと口大に切り、
軽くゆでてザルに上げ、流水にさらしてから水気を切る
④フライパン（サラダ油大さじ１）で牛バラ肉を炒め、一
度取り出しておく⑤④のフライパンで②と③を２分ほど
炒め、水２００ccと合わせ調味料を入れて落としぶたをし、
１０分ほど中火で煮たら、④を混ぜ合わせて出来上がり。
※お好みでゆでたインゲンと白ゴマを散らすと、彩りと
香りが引き立ちます。お酒のおつまみにも最高です。
《材料》４人分：ゴボウ（細め）２本、牛バラ肉１５０ｇ、こんにゃく２００
ｇ、合わせ調味料（砂糖大さじ２、しょうゆ大さじ３、みりん大さ
じ２、酒大さじ１）

牛肉とゴボウのうま煮

木村 篤  子 さん（関宿元町）
あつ こ

　
写
真
は
昭
和
　（
１
９

45

７
０
）年
８
月
に
、写
真
提

供
者
の
武
藤
さ
ん
が
自
宅

の
居
間
で
遊
ん
で
い
る
様

子
を
写
し
た
も
の
で
す
。

　
武
藤
さ
ん
は
、「
ま
だ
１

歳
に
も
な
っ
て
い
な
い
こ

ろ
で
、
一
人
で
は
外
遊
び

が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、

両
親
が
部
屋
の
中
に
２
人

乗
り
の
ブ
ラ
ン
コ
を
置
い

て
く
れ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
」
と
当
時
の
こ
と
を
話

し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
こ
ろ
は
よ

く
人
形
と
一
緒
に
遊
ん
で

い
て
、
写
真
で
抱
き
か
か

え
て
い
る
キ
ュ
ー
ピ
ー
人

形
は
大
変
お
気
に
入
り
で
、

ど
こ
に
行
く
に
も
い
つ
も

一
緒
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
「
一
人
で
歩
け
る
よ
う

に
な
る
と
、
ブ
ラ
ン
コ
を

室
内
か
ら
庭
に
出
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
近
所
の
友

達
と
一
緒
に
笑
い
な
が
ら

乗
っ
て
い
た
こ
と
が
、
最

近
の
出
来
事
の
よ
う
で
す
」

と
懐
か
し
そ
う
に
話
し
て

い
ま
し
た
。

思
い
出
の

　
２
人
乗
り
ブ
ラ
ン
コ

写真提供＝武藤利恵子さん（木野崎）
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京

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
登
録
変
更
を

　
さ
ら
に
３
月
１
日
か
ら
は
、最
近
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
る
、振
り
込
め
詐
欺
や

悪
質
商
法
な
ど
の
被
害
か
ら
市
民
の

皆
さ
ん
を
守
る
た
め
、新
た
に「
消
費

　
市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確

保
を
目
的
と
し
て
、
平
成
　
年
５
月

18

か
ら
、
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
を
利

用
し
て
不
審
者
情
報
な
ど
を
配
信
す

る
「
子
ど
も
安
全
メ
ー
ル
」
を
開
始

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
　
年
６
月
か
ら
は
、
防

21

犯
、
防
災
、
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
、
火

災
の
情
報
も
加
え
、
新
た
に
安
全
安

心
メ
ー
ル
「
ま
め
メ
ー
ル
」
と
し
て

　
市
で
は
、
計
画
や
条
例
な
ど
を
策

定
す
る
際
に
、
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を

募
集
し
、
施
策
に
反
映
さ
せ
る
「
パ

ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
放
射
能
問
題
に
関
し
、
私

有
地
も
含
め
た
除
染
を
進
め
る
た
め

の
「
野
田
市
放
射
性
物
質
除
染
計
画

（
素
案
）」
に
対
す
る
意
見
を
３
月
　12

日
鉦
ま
で
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、３
月
１
日
か
ら
は
新
た
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
な
ど
を

目
的
と
し
た
「
野
田
市
歯
科
口
腔
保

健
の
推
進
に
関
す
る
条
例（
案
）」と
、

　
年
度
ま
で
試
行
的
に
実
施
し
て
い

24る
、
複
数
の
審
議
会
へ
の
公
募
委
員

の
導
入
を
本
格
実
施
す
る
た
め
の「
審

議
会
等
へ
の
公
募
委
員
の
導
入
に
関

す
る
基
本
方
針（
素
案
）」
に
皆
さ
ん

の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

◆
閲
覧
は
公
民
館
や
図
書
館
で
も

　
各
案
件
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課

案
　
件
　
名

野
田
市
放
射
性
物
質
除
染
計
画（
素
案
）

野
田
市
歯
科
口
腔
保
健
の
推
進
に
関
す
る
条

例（
案
）

審
議
会
等
へ
の
公
募
委
員
の
導
入
に
関
す
る

基
本
方
針（
素
案
）

募
集
期
間

３
月
　
日
月
ま
で

１２

３
月
１
日
木

～
４
月
２
日
月

３
月
１
日
木

～
４
月
２
日
月

担
　
当
　
課

環
境
保
全
課

思
７
１
２
４
・
６
２
４
２

保
健
セ
ン
タ
ー

思
７
１
２
５
・
１
０
０
１

行
政
管
理
課

思
７
１
２
３
・
１
０
７
４

窓
口
や
市
役
所
と
い
ち
い
の
ホ
ー
ル

の
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
、各
公
民
館
、

各
図
書
館
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

閲
覧
で
き
ま
す
。

　
意
見
の
募
集
期
間
と
担
当
課
は
左

表
の
と
お
り
で
、
提
出
方
法
は
、
所

定
の
用
紙
か
任
意
書
式
で
直
接
持
参

計
画
や
条
例
案
に
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

送
（
〒
　
 
８
５
５
０
野
田
市
役
所

278

へ
。
募
集
期
間
の
最
終
日
の
消
印
有

効
）で
、
案
件
名
と
担
当
課
名
、
素

案
に
対
す
る
意
見
を
明
記
し
、
お
送

り
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
い
た
だ
い
た
意
見
の
概
要

や
意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
な
ど

は
、
個
人
情
報
を
除
い
て
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

－

◇新規登録

※詳細は、野田市ホームページ（携帯版を含む）をご覧ください
※空メールを送信する方法以外に、野田市ホームページ（携帯版
　を含む）から、登録手続きを行う方法もあります
※登録は無料ですが、メールの送受信やインターネットの通信料
　は、利用者の負担となりますのでご了承ください

　noda-reg@mlreg.tricorn.net

②情報を選択し、登録完了

　上記アドレス宛てに空メールを送信すると、
折り返し、「登録案内メール」が届きます。
　なお、バーコードリーダー機能のある携帯電
話で、右のQRコードを読み込むと、アドレス
を入力する手間が省けます。

①空メールを送信する

　「登録案内メール」に記載されたアドレスをクリックす
ると、登録画面のホームページが開きます。
　「防犯情報」「子ども安全情報」「防災情報」「光化学ス
モッグ情報」「火災情報」「消費生活情報」の中から欲し
い情報を選択し、確認ボタンを押すと登録は完了です。

◇登録内容の変更

◆まめメールの登録・変更・削除方法

　noda-del@mlreg.tricorn.net

　https://blue.tricorn.net/noda/pw1.x

◇登録の削除

①上記アドレスのホームページを開き、メール
アドレスを入力すると、折り返し、登録内容を変
更するための「ログイン用メール」が届きます。

　上記アドレスに空メールを送信すると、登録
は削除され、折り返し、「削除完了メール」が届
きます。

【登 録 用】
QRコード

【変 更 用】
QRコード

【削 除 用】
QRコード

襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横

※空メールとは、件名や本文に何も入力せず送信することです。

②「ログイン用メール」に記載された、変更画面
のホームページを開き、新規登録と同様に欲し
い情報を選択し直します。

 安
全
安
心
メ
ー
ル「
ま
め
メ
ー
ル
」

  振り込め 
詐
欺
や
悪
質
商
法
な
　

　
ど 

　
  　
　
　
新
た
な
情
報
を
配
信

生
活
情
報
」の
配
信
を
開
始
し
ま
す
。

　
な
お
、
す
で
に
登
録
を
し
て
い
る

方
も
、消
費
生
活
情
報
の
配
信
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
登
録
内
容
の
変
更

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
消
費
生
活
情
報
と
防
犯
情
報
は
一
部
重

複
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

【
問
合
せ
】
市
民
生
活
課

サ
ー
ビ
ス
を
拡
大
し
、
２
月
　
日
現

15

在
、
約
１
万
２
千
人
の
方
に
ご
利
用

（
平
日
）か
、
閲

覧
場
所
の
意
見

投
函
箱
、市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
提
出
の
ほ
か
、

フ
ァ
ク
ス
、
郵

３月１日から



供

　
市
で
は
、

市
民
や
市
内

在
勤
の
方
を

対
象
に
、
農

家
が
栽
培
し

た
新
鮮
な
え

収
穫
場
所
、連
絡
の
取
り
や
す
い
時
間

帯
を
明
記
し
、
〒
　
 
８
５
５
０
野

278

田
市
役
所
農
政
課
内
野
田
市
農
産
物

ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協
議
会
事
務
局
へ

◎
市
民
農
園
で
野
菜
や
花
づ
く
り
も

　
ま
た
、
市
で
は
、
農
家
の
指
導
で

野
菜
や
草
花
の
栽
培
を
行
え
る
市
民

農
園
制
度
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
農
園
は
、
市
民
を
対
象
に
、
１
人

２
区
画
（
１
区
画
は
　
平
方
メ
ー
ト

30

ル
）ま
で
利
用
で
き
ま
す
の
で
、希
望

す
る
方
は
直
接
農
園
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い（
募
集
中
の
農
園
の
一
覧
は

市
報
２
月
　
日
号
８
面
を
参
照
）。

15

◎
市
民
農
園
を
開
設
し
た
い
方
へ

　
農
地
な
ど
の
所
有
者
で
、
新
た
に

市
民
農
園
の
開
園
を
希
望
す
る
方
は
、

農
政
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
農
政
課

－

距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距

「
え
だ
ま
め
オ
ー
ナ
ー
」で
収
穫
体
験

　
野
田
市
駅
や
川
間
駅
、
梅
郷
駅
に

あ
る
市
営
自
転
車
等
駐
車
場
（
駐
輪

場
）
の
平
成
　
年
度
分
定
期
使
用
申

24

請
書
の
配
布
は
、
３
月
　
日
上
か
ら

10

各
施
設
の
管
理
人
事
務
所
で
先
着
順

に
行
い
ま
す
。

　
申
請
書
の
配
布
は
、
野
田
市
駅
市

営
第
１
・
２
、
川
間
駅
南
口
市
営
第

１
、
梅
郷
駅
東
口
市
営
の
使
用
を
希

望
す
る
駐
輪
場
ご
と
に
行
い
、
定
数

に
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

　
現
在
、
利
用
し
て
い
る
方
も
許
可

は
３
月
末
ま
で
で
す
の
で
、
引
き
続

き
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
あ
ら

た
め
て
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
許
可
期
間
は
４
月
１
日
か
ら
　
年
25

３
月
　
日
ま
で
の
１
年
間
で
、
申
込

31

台
数
は
１
人
１
台
ま
で
で
す
。

　
申
込
受
付
は
３
月
　
日
障
か
ら
で
、

15

申
請
書
と
使
用
料
、学
生
の
場
合
は
学

生
証
の
コ
ピ
ー（
要
提
出
）を
お
持
ち

に
な
り
、使
用
し
た
い
駐
輪
場
の
管
理

人
事
務
所
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

（
代
理
人
に
よ
る
申
し
込
み
も
可
）。

　
申
請
書
の
配
布
と
申
込
受
付
は
、

各
駐
輪
場
で
開
所
時
間
が
異
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
一
時
使
用
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
定
期
使
用
の
申
し
込
み
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
】
市
民
生
活
課

平成２４年平成２４年度度■自転車等駐車場の開所時間
開所時間住所・連絡先名称

６時３０分
　　～２０時

日・□祝 ・年末
年始を除く

野田１４８番地の６
☎７１２１－５３１５野田市駅市営第１

野田１４８番地の９
☎７１２１－５３１５野田市駅市営第２

尾崎８３９番地の５
☎７１２９－８９４０川間駅南口市営第１

４時３０分
～翌日１時

山崎１８７３番地の７
☎７１２１－３１９６梅郷駅東口市営

●野田市駅市営第１・第２、川間駅南口市営第１
１,０００円一般

  自転車
定期   ５００円学生

２,５００円  原動機付自転車
  １００円１回

  自転車
一時
使用

１,０００円１１枚つづり回数券
  １５０円１回  原動機付

  自転車 １,５００円１１枚つづり回数券
●梅郷駅東口市営

１,５００円地下1階・1階・2階一
般

自転車
定期

１,０００円３階（屋根なし）
１,５００円１階

学
生 １,０００円地下1階・2階

  ５００円３階（屋根なし）
２,５００円  原動機付自転車（屋外）
  １５０円１回

  自転車
一時
使用

１,５００円１１枚つづり回数券
  １５０円１回  原動機付

  自転車（屋外） １,５００円１１枚つづり回数券

■自転車等駐車場の使用料  　　　　（定期：月額）

※いずれも原動機付自転車は５０cc以下です
※野田市駅市営第１と川間駅南口市営第１では、原動機付自
　転車は駐車できません 申請書配布と申し込みは管理人事務所申請書配布と申し込みは管理人事務所でで

市
営
駐
輪
場
の
使
　

　
用 
申
請
書
を

　
３
月
　
日
か
　
　
ら 
先
着
順
で
配
布

10

　
市
で
は
、
学
力
向
上
を
目
指
し
、

各
小
学
校
を
会
場
に
、算
数
の
ド
リ
ル

学
習
を
中
心
に
行
う
「
サ
タ
デ
ー
ス

ク
ー
ル
」を
　
年
度
も
開
講
し
ま
す
。

24

　
そ
こ
で
、
４
月
か
ら
児
童
の
算
数

の
指
導
や
支
援
を
す
る「
指
導
者
」と

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」を
募
集
し
ま
す
。

【
指
導
日
】
第
２
・
４
・
５
上
の
８
時

　
分
～
　
時
　
分（
休
講
日
も
あ
り
）

45

11

15

【
募
集
対
象
】
　
歳
以
上
の
方（
高

18

校
生
は
不
可
、
教
員
免
許
状
の
有
無

は
問
わ
な
い
）

◆
シ
ニ
ア
聴
講
生
も

　
ま
た
、　
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、

60

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
算
数
や
漢
字

の
勉
強
を
す
る「
シ
ニ
ア
聴
講
生
」も

併
せ
て
募
集
し
ま
す
。

【
申
込
み
と
問
合
せ
】
指
導
課

サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
の
指
導
者
募
集

だ
ま
め
を
、
自
分
の
手
で
収
穫
し
、

味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
「
え
だ
ま
め

オ
ー
ナ
ー
」を
募
集
し
ま
す
。

【
収
穫
場
所
】
尾
崎
、
三
ツ
堀
、
鶴

奉
、
木
野
崎
、
吉
春
の
各
地
区

【
収
穫
時
期
】
７
月
上
旬
～
中
旬

【
募
集
区
画
】　
区
画
（
抽
選
）

300

【
料
金
】
１
区
画
３
千
円
（
　
グ
ラ

300

ム
入
り
袋
で
１
区
画
約
　
袋
が
収
穫

13

量
の
目
安
）

【
申
込
方
法
】
３
月
　
日
金
必
着
で

16

往
復
は
が
き
に
郵
便
番
号
、住
所
、氏

名
、電
話
番
号
、希
望
区
画
数
、希
望 採りたての枝豆を



襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

講
座
・
教
室

◆
市
民
会
館
で
各
種
講
座
　
①
寺

子
屋
講
座
…
３
月
　
日
醤
　
時
　

18

13

30

分
～
　
時
　
分
。
佐
藤
和
宏
氏（
野

15

30

田
古
文
書
仲
間
）に
よ
る
「
明
治
時

代
の
醤
油
醸
造
家
、西
日
本
の
旅
」。

先
着
　
人
。
②
市
民
公
募
展「
集
ま

20

れ
！
ワ
ク
ワ
ク
み
ん
な
の
お
も
ち

ゃ
」関
連
企
画
「
博
物
館
・
市
民
会

館
で
遊
ぼ
う
！
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ

ト
教
室
」…
３
月
　
日
鍾
　
時
～
正

20

10

午
。先
着
　
人
。
③
親
と
子
の
茶
道

40

講
座
「
飲
も
う
！
た
て
よ
う
！
お

抹
茶
体
験
」…
３
月
　
日
鍾
　
時
　

20

13

30

分
～
　
時
。小
中
学
生
と
保
護
者
。

15

先
着
　
組
。
費
用
は
①
は
一
般
　

10

500

円（
高
校
生
以
上
の
学
生
　
円
）、③

250

は
　
円
。申
込
み
は
い
ず
れ
も
電
話

200
か
フ
ァ
ク
ス
で
３
月
５
日
鉦
か
ら

郷
土
博
物
館
☎
７
１
２
４
 
６
８

５
１・
思
７
１
２
４
 
６
８
６
６
へ

◆
野
田
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
で

各
種
講
座
　
①
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン

　
…
無
料
説
明
会
は
３
月
　
日
鉦
、

21

26

実
務
講
座
は
３
月
　
日
障
。②
Ｉ
Ｓ

29

Ｏ（
国
際
規
格
）基
礎
…
９
０
０
１

―

―

は
３
月
　
日
鞘
か
５
月
　
日
上
、

30

12

１
４
０
０
１
は
４
月
　
日
か
５
月

20

　
日
の
鞘
、
２
２
０
０
０
は
４
月

18４
日
鐘
の
　
時
～
　
時
。③
Ｉ
Ｓ
Ｏ

10

17

（
国
際
規
格
）内
部
監
査
員
養
成
…

９
０
０
１
は
４
月
６
日
鞘
～
７
日

上
か
６
月
１
日
鞘
～
２
日
上
、１
４

０
０
１
は
４
月
　
日
鞘
～
　
日
上

27

28

か
６
月
８
日
鞘
～
９
日
上
、
２
２

０
０
０
は
４
月
９
日
鉦
～
　
日
火

10

の
９
時
～
　
時
。
①
③
は
先
着
　

17

20

人
、
②
は
先
着
　
人
。費
用
は
①
の

24

実
務
講
座
と
②
は
１
万
円
、③
は
１

万
５
千
円
。い
ず
れ
も
テ
キ
ス
ト
代

込
み
。申
込
み
は
事
前
に
電
話
予
約

の
上
、費
用
持
参
で
直
接
同
セ
ン
タ

ー
☎
７
１
２
１
 
１
１
８
４
へ

◆
関
宿
総
合
公
園
体
育
館
ス
ポ
ー

ツ
教
室
　
①
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
初
心

者
講
習
会
…
３
月
　
日
鞘
　
時
　

30

18

30

分
～
　
時
　
分
。
②
卓
球
初
心
者

20

30

教
室
…
４
月
４
日
～
　
日
の
鐘
　

25

13

時
～
　
時
。全
４
回
。い
ず
れ
も
　

15

20

歳
以
上
。
①
は
　
人
、
②
は
　
人

20

30

（
い
ず
れ
も
抽
選
）。費
用
は
①
は
　500

円
、②
は
千
　
円
。い
ず
れ
も
ラ
ケ

500

ッ
ト
持
参
。申
込
み
は
３
月
　
日
日

25

―

ま
で
に
電
話
か
往
復
は
が
き
（
住

所
・
氏
名
・
ふ
り
が
な
・
年
齢
・
☎
を

明
記
・
１
家
族
１
通
）で
〒
　
 
０

270

２
２
５
平
井
　
関
宿
総
合
公
園
体

401

育
館
☎
７
１
９
８
 
８
５
０
０
へ

◆
外
国
語（
入
門
・
初
級
）講
座
　
①

韓
国
語
…
４
月
～
９
月
の
鐘
。②
英

会
話
…
４
月
～
　
月
４
日
の
障
。③

10

中
国
語
…
４
月
～
９
月
の
鞘
。い
ず

れ
も
　
時
～
　
時
　
分
総
合
福
祉

10

11

30

会
館
な
ど
で
。全
　
回
。各
　
人
程

20

20

度
（
抽
選
）。受
講
料
１
万
２
千
円

（
テ
キ
ス
ト
代
別
）。申
込
み
は
３
月

９
日
鞘
必
着
で
往
復
は
が
き
（
住

所・氏
名・
ふ
り
が
な・講
座
名・☎
を

明
記
）で
〒
　
 
８
５
５
０
企
画
調

278

整
課
内
国
際
交
流
協
会
へ
。問
①
は

前
田
☎
７
１
２
７
 
１
２
５
１
、②

は
西
河
☎
７
１
２
３
 ３
８
５
５
、③

は
大
川
☎
７
１
２
７
 ２
８
４
８

イ
ベ
ン
ト

◆
せ
き
や
ど
シ
ネ
マ
フ
ェ
ス
タ
　

３
月
　
日
土
　
時
　
分
～
　
時
　

10

13

30

15

40

分
関
宿
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
。「
お

く
り
び
と
」の
上
映
。先
着
　
人
。当

89

日
せ
き
や
ど
図
書
館
で
整
理
券
を

配
布
。問
せ
き
や
ど
図
書
館
☎
７
１

９
８
 
４
９
４
６

◆
朗
読
劇「
地
図
に
賭
け
た
男
～

伊
能
忠
敬
」　
３
月
　
日
鞘
　
時

23

18

　
分
～
　
時
　
分
欅
の
ホ
ー
ル
・

30

20

30

―

―

―

―
――

―

小
ホ
ー
ル
で
。梅
田
宏
氏（
劇
団

「
彩
」主
宰
）に
学
ん
だ
受
講
生
の
公

演
。入
場
料
千
円
。申
込
み
は
電
話

か
直
接
野
田
公
民
館
☎
７
１
２
３

 
７
８
１
９
へ

◆
３
月
の
保
育
所
園
庭
開
放
　
保

育
所
の
子
ど
も
た
ち
と
遊
び
、保
育

体
験
や
育
児
相
談
も
。　
時
～
　

10

11

時
。当
日
会
場
へ
。問
各
保
育
所

◆
野
田
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

で
イ
ベ
ン
ト
な
ど
　
①
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
休
日
相
談
…
３
月
　
日
上
９

24

時
～
　
時
同
セ
ン
タ
ー
で
。
②

17

「
の
ぞ
い
て
み
よ
う
！
技
術
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
世
界
」…
３
月
　
日
上

24

　
時
～
正
午
総
合
福
祉
会
館
で
。

10点
訳
・
要
約
筆
記
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

活
動
紹
介
と
実
技
体
験
な
ど
。定
員

　
人（
抽
選
）。②
の
申
込
み
は
３
月

30　
日
鉦
ま
で
に
電
話
で
野
田
市
ボ

19ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２

４
 
３
９
３
９
へ

募
集
・
そ
の
他

◆
植
樹
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
３
月
　18

―

―

※
相
談
会
場
＝
□市 
…
市
役
所
／
□い 
…
い
ち
い
の
ホ
ー
ル

市
民
相
談
室
（
☎
７
１
２
５
 
１
１
１
１
代
表
）

◆
一
般
市
民
相
談
　
日
常
生
活
の
悩
み
ご
と
や
相
続
、
離
婚
な
ど

の
一
般
的
な
手
続
き
な
ど
。
簡
単
な
相
談
は
電
話
も
可

※
一
般
市
民
相
談
や
各
種
相
談
は
、
今
後
の
対
応
方
法
の
た
め
の

助
言
な
ど
を
行
う
も
の
で
す
。

※
３
月
の
法
律
・
不
動
産
・
交
通
事
故
・
行
政
・
税
務
相
談
は
、

３
月
１
日
木
９
時
か
ら
電
話
で
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

◆
法
律
相
談
　
法
律
問
題
で
弁
護
士
に
相
談
し
た
い
と
き
。
た
だ

し
裁
判
で
訴
訟
、
調
停
中
の
も
の
は
不
可
。
□市 
＝
６
・
７
・
　
・
16

　
・
　
日
。
□い 
＝
　
日
。
６
日
間
で
　
人

23
29

27

60

◆
不
動
産
相
談
　
土
地
や
建
物
の
取
引
な
ど
。
□市 
＝
　
日
。８
人

14

◆
交
通
事
故
相
談
　
交
通
事
故
で
の
示
談
や
自
賠
責
保
険
な
ど
。

　
□市 
＝
９
・
　
日
。
□い 
＝
　
日
。
３
日
間
で
　
人

23

14

18

◆
行
政
相
談
　
行
政
の
苦
情
や
要
望
な
ど
。□市 
＝
　
日
。□い 
＝
　
日
。

21

28

２
日
間
で
８
人

◆
税
務
相
談
　
相
続
税
・
贈
与
税
な
ど
。
□市 
＝
　
日
。
８
人

19

人
権
施
策
推
進
課（
市
役
所
内
）

◆
人
権
相
談
　
人
権
問
題
で
の
悩
み
な
ど
。□市 
＝
７
・
　
・
　
日
。 

19
27

　
□い 
＝
　
日
。４
日
間
で
　
人
。電
話
予
約

15

16

児
童
家
庭
課

◆
家
庭
児
童
相
談
室
　
児
童
の
問
題
な
ど
。
鉦
～
鞘
９
時
～
　
時
17

◆
児
童
虐
待
相
談
電
話
「
子
ど
も
S
O
S
」
　
鉦
～
鞘
９
時
～
　17

時
。
時
間
外
、
上
・
醤
・
□祝 
は
留
守
番
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
。
☎
・

思
０
１
２
０
 
７
８
３
２
８
１

◆
母
子
・
父
子
家
庭
・
婦
人
相
談
　
母
子
、父
子
家
庭
、寡
婦
な
ど
。

鉦
～
障
９
時
～
　
時（
鞘
は
９
時
～
　
時
）

17

19

◆
母
子
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
事
業
　
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し

て
い
る
母
子
家
庭
の
母
。個
別
相
談（
要
予
約
）、就
労
の
た
め
の「
自

立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
作
成
。鉦
９
時
～
　
時
、鞘
９
時
～
　
時

17

19

職
業
相
談
室（
商
工
課
）

◆
無
料
職
業
紹
介
所
　
市
が
独
自
に
開
拓
し
た
求
人
情
報
の
提
供
。 

 □市 
２
階
＝
鉦
・
鐘
・
鞘
。□い 
４
階
＝
第
２
鍾
。い
ず
れ
も
９
時
～
　
時
17

◆
内
職
相
談
　
□市 
２
階
＝
鉦
～
鞘
　
時
～
　
時
　
分

10

15

30

◆
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
の
だ（
問
合
せ
・
予
約
＝
商
工
課
／
会
場
＝
野
田

地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
）　
セ
ミ
ナ
ー
・
個
別
相
談（
要
予
約
）、

求
人
案
内
。　
歳
未
満
の
方
か
そ
の
親
。　
日
火
　
時
～
　
時
。

35

27

10

16

◆
求
職
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
　
自
立
す
る
た
め
の
生
活
・
就
労
支

援
に
関
す
る
相
談
。□市 
２
階
＝
鉦
・
水
・
鞘
９
時
～
　
時
。☎
・
７

17

１
２
８
 
４
０
３
８

青
少
年
セ
ン
タ
ー（
☎
７
１
２
５
 
２
６
３
９
）

―

―

―

―

侠

保
育
所
名

南

部

尾

崎

東

部

清

水

花

輪

あ
た
ご

古
布
内

開
放
日

１
日
木

７
日
水

８
日
木

　
日
木

22　
日
火

13　
日
火

13　
日
水

14　
日
水

14

電
　
　
話

☎
７
１
２
４
・
２
２
２
１

☎
７
１
２
９
・
２
０
０
９

☎
７
１
２
２
・
７
１
５
８

☎
７
１
２
２
・
５
０
５
０

☎
７
１
２
２
・
１
７
７
０

☎
７
１
２
２
・
２
６
７
３

☎
７
１
９
６
・
１
８
８
０
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分
の
間
の
４
時
間
　
分
か
ら
７
時

30

間
　
分
。
時
給
　
円
。
募
集
人
数

30

850

は
若
干
名
。４
月
１
日
採
用
予
定
。

申
込
み
は
履
歴
書
持
参
で
３
月
　16

日
鞘
ま
で
に
野
田
市
社
会
福
祉
協

議
会
☎
７
１
２
４
 
３
９
３
９
へ

◆
有
害
鳥
獣（
カ
ラ
ス
・
ド
バ
ト
・
ヒ

ヨ
ド
リ
）の
駆
除
　
３
月
９
日
鞘
～

　
日
鞘
。
区
域
は
関
宿
地
域
、
中

30里
、東
金
野
井
、小
山
、船
形
、目
吹
、

木
野
崎
地
区
。
散
弾
銃
使
用
。
従

事
者
は
腕
章
を
着
用
し
、
許
可
証

と
従
事
者
証
を
携
帯
。
問
農
政
課

◆
野
田
市
育
英
資
金
　
経
済
上
の

理
由
で
進
学
・
在
学
す
る
こ
と
が
困

難
な
大
学
生
か
専
門
学
校
生（
専
門

課
程
）。市
内
に
１
年
以
上
住
所
が

あ
る
方
。要
保
証
人
。　
人（
多
数
の

10

場
合
は
書
類
選
考
）。月
額
１
万
５

千
円
を
無
利
息
で
貸
与
。
卒
業
後

５
年
以
内
に
返
済
。
申
込
み
は
４

―

日
醤
９
時
み
ず
き
の
街
西
側
斜
面

緑
地
集
合
、正
午
解
散（
雨
天
決

行
）。ス
コ
ッ
プ
や
長
靴
な
ど
を
持

参
し
当
日
現
地
へ
。
問
み
ど
り
と

水
の
ま
ち
づ
く
り
課

◆
野
田
市
手
づ
く
り
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
参
加
者
　
６
月
９
日
土
９
時

　
分
～
　
時
総
合
公
園
体
育
館

30

13

で
。健
康
体
操
や
太
極
拳
な
ど
の
発

表
が
で
き
る
団
体（
　
人
以
上
、

10

発
表
は
　
分
以
内
、
指
導
者
は
出

10

場
不
可
）。申
込
み
は
４
月
　
日
木

12

　
時
ま
で
に
直
接
同
館
へ
。
団
体

14の
代
表
１
人
は
　
日
木
　
時
か
ら

12

14

の
実
行
委
員
会
に
必
ず
参
加
。
問

社
会
体
育
課
☎
７
１
２
４
 
７
９

３
０

◆
保
育
所
の
臨
時
的
任
用
職
員
登

録
者
　
①
臨
時
保
育
士
＝
勤
務
時

間
は
鉦
～
鞘
の
８
時
　
分
（
８
時

30

か
ら
も
可
）
～
　
時
の
間
の
７
・

17

５
時
間
。
要
保
育
士
資
格
。
②
調

理
員
補
助
＝
鉦
～
鞘
の
８
時
　
分
30

～
　
時
の
間
の
４
時
間
か
８
時
　

14

30

分
～
　
時
の
間
の
６
時
間
。
③
看

17

護
師
＝
鉦
～
鞘
の
９
時
～
　
時
の

18

間
の
７
時
間
。
要
看
護
師
資
格
。

勤
務
地
は
市
内
保
育
所（
あ
た
ご
・

南
部
・
尾
崎
・
古
布
内
・
清
水
・
花
輪

を
除
く
）。有
給
休
暇
、
通
勤
手
当

あ
り
。
②
の
４
時
間
勤
務
以
外
は

社
会
保
険
加
入
。
問
保
育
課

◆
市
内
児
童
館
指
導
員（
臨
時
職

員
）　
勤
務
日
時
は
鉦
・
鍾
・
□祝 （
年

末
年
始
を
除
く
）の
９
時
～
　
時
　

17

30

―

◎
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
入
会
説
明
会
…
３
月
８
日
木
　
時
～
正
午
総
合
福
祉
会
館
で
。育
児
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
い

10

方
と
受
け
た
い
方
。事
前
に
野
田
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
６
 
５
０
５
０
・
思
７
１
２
６
 
５
０
５
１
へ

―

―

◆
青
少
年
の
悩
み
事
相
談
　
年
末
年
始
を
除
く
毎
日
。９
時
～
　
時
16

　
分（
電
話
相
談
も
可
）

30
ひ
ば
り
教
育
相
談（
青
少
年
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
５
 
８
０
８
８
）

◆
教
育
相
談
　
学
校
生
活
の
悩
み
や
不
登
校
な
ど
。
青
少
年
セ
ン

タ
ー
＝
鉦
～
鞘
９
時
～
　
時
　
分（
電
話
・
面
談
・
訪
問
）

16

30

ひ
ま
わ
り
相
談（
野
田
幼
稚
園
☎
７
１
２
２
 
２
４
５
０
・
関
宿
南

部
幼
稚
園
☎
７
１
９
８
 
２
０
７
５
）

◆
教
育
相
談
　
発
達
・
子
育
て
で
心
配
な
こ
と
な
ど
。野
田
幼
稚
園

＝
第
２
・
４
障
、
関
宿
南
部
幼
稚
園
＝
第
１
・
３
障
。
い
ず
れ
も

　
時
～
　
時
　
分
。
電
話
予
約（
　
時
～
　
時
　
分
）

10

14

30

14

17

15

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
☎
７
１
２
３
 
１
０
８
４
）

◆
消
費
生
活
相
談
　
購
入
し
た
品
物
の
苦
情
や
問
合
せ
、
架
空
請

求
・
多
重
債
務
相
談
な
ど
。
鉦
～
鞘
　
時
～
　
時

10

16

男
女
共
同
参
画
課（
市
役
所
内
）

◆
女
性
の
た
め
の
相
談
　
□市 
５
階
＝
第
１
～
４
障
。
野
田
公
民
館

（
欅
の
ホ
ー
ル
３
階
）＝
第
２
上
。
い
ず
れ
も
　
時
～
　
時
。
電

10

16

話
予
約（
電
話
相
談
も
可
）

社
会
福
祉
課（
市
役
所
内
）

◆
障
が
い
者
総
合
相
談
・
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
　
障
が
い
者
の
相
談

か
ら
就
労
支
援
ま
で
　
□市 
１
階
＝
鉦
～
鞘
８
時
　
分
～
　
時
　
分

30

17

15

◆
専
門
相
談
　
□市 
１
階
＝
　
時
　
分
～
　
時
…
生
活
療
育（
１

13

30

16

日
）、発
達
教
育（
５
日
）、就
労
者
生
活（
　
日
）、生
活
支
援（
　

15

22

日
）、こ
こ
ろ
の
生
活（
　
日
）。
電
話
予
約

27

◆
当
事
者
・
関
係
者
相
談
　
□市 
１
階
＝
　
時
～
正
午
…
視
覚
障
が
い

10

者（
６
日
）、知
的
障
が
い
者（
７
日
）、ろ
う
あ
者（
　
日
）／
　
時

27

13

　
分
～
　
時
　
分
…
聴
覚
障
が
い
者（
６
日
）、身
体
障
が
い
者（
７

30

15

30

日
）、精
神
障
が
い
者（
　
日
）。
電
話
予
約

27

あ
さ
ひ
育
成
園（
☎
７
１
２
２
 
７
１
５
９
）

◆
外
来
療
育
相
談
　
就
学
前
の
身
体
発
達
の
遅
れ
な
ど
。第
１
・
３

障
　
時
～
　
時
。電
話
予
約（
鉦
　
時
～
　
時
）

15

17

16

17

こ
だ
ま
学
園（
☎
７
１
２
２
 
２
９
１
６
）

◆
外
来
療
育
相
談
　
就
学
前
の
知
的
発
達
の
遅
れ
な
ど
。第
１
鍾
　15

時
～
　
時（
希
望
で
第
２
鍾
　
時
～
　
時
に
集
団
療
育
）。電
話
予

17

14

16

約（
鉦
　
時
～
　
時
）

16

17

法
人
や
団
体
な
ど
が
定
期
的
に
開
催
す
る
相
談

◆
心
配
ご
と
相
談
　
日
常
生
活
の
中
で
の
悩
み
や
困
り
ご
と
な
ど
。

総
合
福
祉
会
館
＝
毎
週
鍾
・
第
１
鞘
　
時
～
　
時
。
問
社
会
福

13

16

祉
協
議
会
☎
７
１
２
４
 
３
９
３
９

◆
行
政
書
士
無
料
相
談
　
遺
言
や
相
続
、後
見
な
ど
。　
日
鞘
　
時

16

13

～
　
時
。
欅
の
ホ
ー
ル
４
階
第
一
集
会
室
。
事
前
に
問
合
せ
先

16
に
電
話
予
約
。問
千
葉
県
行
政
書
士
会
東
葛
支
部
・
伊
佐
☎
７
１

２
９
 
０
８
０
３

◆
登
記
無
料
相
談
　
相
続
登
記
や
土
地
建
物
登
記
な
ど
。　
日
鍾

13

９
時
　
分
～
　
時
　
分
。
□市 
市
民
相
談
室
。
前
日
ま
で
に
問
合

30

15

30

せ
先
に
電
話
予
約
。
問
野
田
地
区
司
法
書
士
会
、
土
地
家
屋
調

査
士
会
・
張
替
☎
７
１
３
８
 
１
４
０
４

―

―

―

―

―

―
―

―

―

月
　
日
鞘
ま
で
に
学
校
教
育
課
へ

13
◆
２
月
　
日
～
３
月
３
日
は
市
内

２７

の
全
図
書
館
が
臨
時
休
館
　
蔵
書

点
検
や
電
算
シ
ス
テ
ム
点
検
の
た

め
。電
話
で
の
予
約
は
不
可
。ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
も
一
時
利
用
不
可
の
場

合
あ
り
。
問
興
風
図
書
館
☎
７
１

２
３
 
７
６
１
１

◆
農
地
の
賃
借
料
　
　
ア
ー
ル
当

10

た
り
の
賃
借
料
の
水
準
は
表
の
と

お
り
。
問
農
業
委
員
会
事
務
局

◆
都
市
計
画
道
路
の
関
係
図
書
の

閲
覧
　
２
月
３
日
付
け
で
野
田
都

市
計
画
道
路（
今
上
木
野
崎
線
）を

変
更
。都
市
計
画
課
で
閲
覧
可
。問

都
市
計
画
課

会
議
な
　
　
ど 
の
公
開

◆
野
田
市
新
清
掃
工
場
建
設
候
補

地
選
定
審
議
会
　
３
月
３
日
上
　13

時
か
ら
市
役
所
８
階
大
会
議
室
で
。

　
人
程
度
。　
時
　
分
か
ら
受
付
。

10

12

30

問
清
掃
計
画
課

◆
野
田
市
公
民
館
運
営
審
議
会
　

３
月
　
日
鐘
　
時
か
ら
総
合
福
祉
会

21

16

館
で
。先
着
５
人
。　
時
　
分
か
ら

15

30

受
付
。問
中
央
公
民
館
☎
７
１
２

４
 
１
５
５
８

―

―

僑

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
、
自
力
で
増
殖

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
生
き
た
細
胞
に
寄
生

し
て
増
殖
す
る
寄
生
生
物
で
す
が
、
遺
伝
子
を
組

み
換
え
て
変
身
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
昨
年

の
新
型
ウ
イ
ル
ス
大
流
行
の
よ
う
に
、パ
ン
デ
ミ
ッ

ク（
感
染
爆
発
）を
発
生
さ
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
同
様
の
ウ
イ
ル
ス
に
、
麻
し
ん
・
風
し
ん
・
 水
  痘
 

す
い
 と
う

（
空
気
媒
体
）、
エ
イ
ズ
・
Ｂ
型
Ｃ
型
肝
炎（
血
液

媒
体
）、日
本
脳
炎
・
マ
ラ
リ
ア（
蚊
感
染
）、
ノ
ロ
・

ロ
タ
・
ポ
リ
オ（
食
べ
物
媒
体
）な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
日
常
の
生
活
リ
ズ
ム
を
大
切
に
し
つ

つ
、
栄
養
・
運
動
・
休
養
を
柱
と
し
て
、
①
人
混
み

を
避
け
る
、
②
適
度
の
温
度
・
湿
度
を
保
つ
、
③

外
出
後
の
手
洗
い
・
う
が
い
、④
マ
ス
ク
の
着
用
な

ど
で
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
、
流
行
す
る
前
に

免
疫
力
を
高
め
る
よ
う
、　
月
か
　
月
ご
ろ
に
行

10

11

う
の
が
適
当
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
Ｋ
・
Ｔ
）

頑
顔

眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼

頑 顔眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

◎
森
林
所
有
者
届
出
制
度
が
開
始
…
平
成
　
年
４
月
の
法
改
正
で
　
年
４
月
以
降
の
新
規
森
林

23

24

取
得
者
は
取
得
後
　
日
以
内
に
市
長
へ
の
届
出
が
義
務
化
に
。問
み
ど
り
と
水
の
ま
ち
づ
く
り
課

90 区
　
分

田（基
盤
整
備
内
）

畑

平
均
額

１
万
 ６
千
　
円
559

１
万
 ６
千
　
円
245

最
高
額

２
万
 ７
千
　
円
778

２
万
 　
円
162

最
低
額

１
万
円

１
万
　
千
　
円
372

集合場所案内図



講
座
・
講
演
会

◆
 
千
葉
県
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

の
成
年
後
見
無
料
相
談
会
　
３
月
５

日
鉦
　
時
～
　
時
市
役
所
１
階
ロ
ビ

13

17

ー
で
。当
日
会
場
受
付
。問
橘
☎
７
１

７
０
 
４
７
９
３

◆
と
き
ど
き
習
字
ク
ラ
ブ
　
３
月
　17

日
、　
日
、４
月
７
日
の
上
　
時
～
　

24

17

18

時
、北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
。小
中

学
生
。先
着
　
人
。参
加
費
各
回
千

10

円
。申
込
み
は
３
月
５
日
鉦
か
ら
鈴
木

☎
　
 
４
４
３
９
 
４
８
０
３
へ

090
◆
遺
言
書
作
成
セ
ミ
ナ
ー
　
３
月
　
日
17

－－

－

上
　
時
～
正
午
中
央
公
民
館
で
。先
着

10
　
人
。資
料
代
　
円
。申
込
み
は
３
月
５

40

500

日
鉦
～
　
日
鞘
に
 
老
い
じ
た
く
あ
ん

16

し
ん
ね
っ
と
☎
７
１
９
６
 ６
０
７
８
へ

◆
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
無
料
講
習
会

　
３
月
　
日
日
　
時
～
正
午
南
コ
ミ

18

10

ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
。未
就
学
児
も
可
。

申
込
み
は
伊
藤
☎
　
 
１
２
０
４
 

090

１
４
６
２（
　
時
以
降
）へ

14

◆
漢
字
・
仮
名
ま
じ
り
書
づ
く
り
　
３

月
　
日
鉦
　
時
～
正
午
中
央
公
民
館

19

10

で
。万
葉
仮
名
ま
じ
り
の
文
章
を
毛
筆

で
書
く
。先
着
　
人
。費
用
　
円
。墨
、

10

500

小
筆
、す
ず
り
を
持
参
。申
込
み
は
３

－
－

－

月
５
日
鉦
～
　
日
醤
に
電
話
か
フ
ァ

18

ク
ス
で
山
崎
☎
　
 
４
２
０
１
 
８
５

090

８
６・
思
７
１
３
８
 
０
４
３
４
へ

◆
カ
ラ
ー
セ
ラ
ピ
ー
と
ア
ロ
マ
ク
ラ
フ

ト
　
３
月
　
日
鐘
　
時
　
分
～
正
午
南

21

10

15

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
。
気
に
な
る
色

で
バ
ス
ソ
ル
ト
作
り
。先
着
５
人
。費
用

２
千
円
。
申
込
み
は
３
月
５
日
鉦
か
ら

足
立
☎
　
 
６
１
１
３
 
３
１
３
０
へ

090

◆
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
を
楽
し
む
会
　

３
月
　
日
障
　
時
～
　
時
　
分
、　

22

10

11

30

13

時
～
　
時
　
分
南
部
梅
郷
公
民
館

14

30

で
。顔
の
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
オ
イ
ル
作

り
。各
回
先
着
　
人
。材
料
費
２
千
　

12

500

円
。
申
込
み
は
３
月
６
日
鍾
か
ら
岩

井
☎
　
 
２
３
３
３
 
４
５
５
６
へ

080

◆
ハ
ー
モ
ニ
ー
体
操
体
験
会
　
３
月

　
日
鐘
総
合
福
祉
会
館
、　
日
障
北

28

29

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
。
い
ず
れ
も

－

－

－

－

－

－

－

　
時
　
分
～
　
時
　
分
、　
時
　
分

10

30

11

45

13

30

～
　
時
　
分
。
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

14

45

や
ス
ト
レ
ッ
チ
と
違
う
や
さ
し
い
体

操
。各
回
先
着
　
人
。
費
用
　
円
。
申

12

500

込
み
は
３
月
５
日
鉦
～
　
日
鐘
に
中

21

村
☎
７
１
２
７
 
１
７
３
２
へ

◆
野
田
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

の
養
成
講
座
　
①
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

（
初
級
）…
４
月
　
日
醤
～
平
成
　
年
２

22

25

月
末
の
月
１
回
程
度
９
時
～
　
時
青
少

15

年
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
。野
外
活
動
や
ゲ

ー
ム
な
ど
。子
ど
も
会
や
地
域
の
リ
ー

ダ
ー
を
目
指
す
小
学
５
年
生
以
上
。終

了
後
、千
葉
県
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

初
級
資
格
を
取
得
。②
グ
ル
ー
プ
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー（
初
級
）…
４
月
　
日
醤
～
平

22

成
　
年
２
月
末
の
月
１
回
程
度
。
子

25
ど
も
会
活
動
を
企
画
・
立
案
を
し
た
い

　
歳
以
上
の
市
民
。申
込
み
は
事
前
に

26

－

同
会
☎・
思
７
１
２
３
 
８
２
５
２
へ

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

◆
ゆ
う
＆
み
い
で
イ
ベ
ン
ト
　
①
お

し
ゃ
べ
り
会
…
３
月
９
日
鞘
　
時
　

10

30

分
～
　
時
　
分
。
②
育
児
の
日
…
３

11

30

月
　
日
鉦
　
時
～
　
時
　
分
。
③
お

12

10

11

30

弁
当
を
食
べ
よ
う
…
３
月
　
日
障
　

15

10

時
～
　
時
。
い
ず
れ
も
ゆ
う
＆
み
い

13

チ
ャ
イ
ル
ド
館
で
。い
ず
れ
も
０
歳
～

３
歳
の
子
と
親
。
③
は
先
着
５
組
。

費
用
は
各
　
円
。
申
込
み
は
③
の
み

50

３
月
５
日
鉦
か
ら
　
日
鐘
に
 
ゆ
う

14

＆
み
い
☎
７
１
２
４
 
１
３
６
７
へ

◆
つ
く
し
ん
ぼ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
　

３
月
９
日
鞘
　
時
　
分
～
　
時
市
役

12

30

13

所
１
階
つ
く
し
ん
ぼ
で
。
ピ
ア
ノ
に

よ
る「
子
犬
の
ワ
ル
ツ
」や「
革
命
」な

ど
。
当
日
会
場
へ
。
問
つ
く
し
ん
ぼ

－－

兇

　
５
の
好
き
な
お
姫
様
が「
気
に

入
っ
た
贈
り
物
を
し
て
く
れ
た
王

子
様
と
結
婚
す
る
」と
お
ふ
れ
を

出
し
ま
し
た
。王
子
た
ち
か
ら
の

贈
り
物
と
は
…
。カ
ラ
フ
ル
な
絵

で
１
か
ら
　
ま
で
の
数
を
数
え
る

10

楽
し
さ
を
味
わ
え
る
絵
本
で
す
。

New Books
南図書館の推せん図書

　
江
戸
の
町
で
は
、
納
豆
や
ア
サ

リ
売
り
に
は
じ
ま
り
、生
活
道
具

の
修
理
や
不
用
品
の
買
い
取
り
ま

で
、さ
ま
ざ
ま
な
物
売
り
の
声
が

聞
こ
え
た
そ
う
で
す
。庶
民
の
暮

ら
し
ぶ
り
が
鮮
や
か
な
絵
と
解
説

で
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い
ま
す
。

「５のすきなおひめさま」
こすぎさなえ・さく
ＰＨＰ研究所

「いいねえ～
 江戸売り声」
宮田章司・著
素朴社

拶７１２３-７６１１
拶７１２５-７９８１
拶７１２９-８８１１
拶７１９８-４９４６

興風図書館
南 図 書 館
北 図 書 館
せきやど図書館

失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失

さくらまつり

　野田市観光協会では、「日本さくら名所
100選」に選定されている清水公園で、
今年は、３月２４日土から４月８日日まで
「さくらまつり」を開催します。

　同園は関東有数のさくらの名所として
知られ、約28万平方メートルの敷地内に、
ソメイヨシノやカンヒザクラ、ジュウガツ
ザクラなど、約50種２,000本の桜が植えら
れ、毎年、多くの花見客でにぎわいます。
　期間中は、園内で詠んだ俳句、川柳を募
集して樹木に展示する「花の中の俳句と
川柳の会」のほか、日没から22時までは
ライトアップによる幻想的な夜桜を楽し
むことができます。
《アクセス》まめバス北ルート（清水経由）「野田貝
塚」バス停下車。東武野田線「清水公園」下車
※期間中、まめバスは迂回せず運行しています

淡い“さくら色”に染まる園内

満開の桜の下で昼食や記念撮影満開の桜の下で昼食や記念撮影をを
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失
失
失
失
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失
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失
失
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失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失

   　

◆
野
田
文
化
研
究
会
で
イ
ベ
ン
ト
　

①「
う
た
ご
え
喫
茶
」…
３
月
　
日
醤

11

　
時
　
分
～
　
時
　
分
野
田
商
工
会

13

30

15

30

議
所
別
館
で
。費
用
千
円（
茶
菓
子
付

き
）。
②
お
は
な
し
お
ば
さ
ん（
藤
田

浩
子
氏
）の
講
演
会
…
３
月
　
日
鞘

16

　
時
　
分
～
　
時
　
分
総
合
福
祉
会

10

30

12

30

館
で
。費
用
　
円
。
②
は
保
育
あ
り

300

（
要
予
約
・
費
用
　
円
）。申
込
み
は
３

300

月
５
日
鉦
か
ら
①
は
９
日
鞘
、
②
は

　
日
障
ま
で
に
 
野
田
文
化
研
究
会

15☎
・
思
７
１
２
４
 
０
７
６
０
へ

◆
親
子
で
見
る
ミ
ニ
舞
台
　
３
月
　14

日
鐘
　
時
　
分
～
　
時
　
分
関
宿
複

10

30

11

15

合
セ
ン
タ
ー
で
。荒
木
 文
  子
 氏（
人
形

ふ
み
 
こ

劇
団
代
表
）に
よ
る「
ブ
ン
ち
ゃ
ん
で

シ
ョ
ー
」。先
着
　
人
。当
日
会
場
へ
。

70
－

問
藤
浦
☎
７
１
９
６
 
１
９
７
５

◆
七
光
台
会
館
遊
画
会
作
品
展
　
３
月

　
日
障
～
　
日
障
　
時
～
　
時（
初
日

15

22

10

17

は
正
午
か
ら
、最
終
日
は
　
時
ま
で
）市

15

役
所
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
。油
絵

　
点
。問
杉
山
☎
７
１
２
７
 １
６
６
９

36◆
演
劇
公
演「
に
ん
じ
ん
」　
３
月
　
日
18

醤
　
時
　
分
～
　
時
い
ち
い
の
ホ
ー
ル

13

30

15

で
。赤
毛
と
い
う
少
年
が
主
人
公
。前
売

り
券
は
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
と
欅
の
ホ
ー

ル
２
階
つ
く
し
ん
ぼ
な
ど
で
発
売
中
。

問
向
後
☎
　
 
３
８
１
６
 
２
５
０
８

080

◆
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画「
４
分
の

１
の
奇
跡
」の
上
演
　
３
月
　
日
鍾
　

20

10

時
と
　
時
か
ら
の
2
回
。
欅
の
ホ
ー

14

ル
・
小
ホ
ー
ル
で
。特
別
支
援
学
校
が

舞
台
。当
日
会
場
へ
。問
 
野
田
子
ど

－

－

－

－

も
劇
場
☎
７
１
２
４
 
８
４
１
９

◆
淡
彩
ス
ケ
ッ
チ
を
楽
し
む
会
作
品

展
　
３
月
　
日
鞘
～
　
日
障
９
時
～

23

29

　
時（
初
日
は
　
時
か
ら
、最
終
日
は

17

13

　
時
ま
で
）市
役
所
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ

15リ
ー
で
。水
彩
画
　
点
。問
武
井
☎
７

36

１
２
９
 
１
９
５
２

◆
震
災
復
興
野
田
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連

絡
協
議
会
の
つ
ど
い
　
３
月
　
日
上
　

24

12

時
　
分
～
　
時
欅
の
ホ
ー
ル
・小
ホ
ー

45

16

ル
で
。震
災
被
災
者
を
招
き
、ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
の
活
動
を
発
表
。手
話
通
訳・

磁
気
ル
ー
プ
あ
り
。先
着
　
人
。当
日
会

300

場
へ
。問
小
川
☎
７
１
２
３
 ９
２
５
４

◆
シ
ネ
マ
ク
ラ
ブ
・
の
だ
上
映
会
　

３
月
　
日
醤
中
央
公
民
館
で
。
正
午

25

か
ら
「
深
谷
シ
ネ
マ
物
語
」、　
時
　

13

30

－

－

－

分
か
ら「
小
さ
な
町
の
小
さ
な
映
画

館
」。
各
回
先
着
　
人
。
上
映
後
に
シ

80

ン
ポ
ジ
ウ
ム
。
事
前
申
込
み
は
各
　700

円（
高
校
生
以
下
　
円
）、
当
日
受
付

500

は
各
　
円（
高
校
生
以
下
　
円
）。問

９00

700

山
崎
☎
７
１
２
７
 
２
３
１
４

◆
音
楽
と
書
の
発
表
会
　
３
月
　
日
27

鍾
　
時
～
　
時
欅
の
ホ
ー
ル
・
小
ホ
ー

13

16

ル
で
。歌
と
マ
リ
ン
バ
の
発
表
と
児
童

が
歌
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
書
を
作
成
。

先
着
　
人
。申
込
み
は
３
月
５
日
鉦
か

150

ら
大
石
☎
７
１
２
２
 
５
８
３
２
へ

◆
劇
団
タ
ッ
プ
の
人
形
劇
と
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
　
３
月
　
日
鐘
　
時
　
分

28

10

30

～
　
時
　
分
う
め
さ
と
子
ど
も
館
で
。

11

30

「
大
き
な
カ
ブ
」の
人
形
劇
や
講
習
会

な
ど
。定
員
　
人（
幼
児
は
保
護
者
同

100

－

－

伴
）。問
同
館
☎
７
１
２
４
 
９
１
０
６

◆
野
田
市
民
卓
球
大
会
　
４
月
　
日
15

日
９
時
か
ら
総
合
公
園
体
育
館
で
。市

民
か
市
内
在
勤
、在
学
の
方
。男
女
別

団
体
戦（
一
般
・
初
級
者
の
部
）。
１

チ
ー
ム
２
千
円
。
申
込
書
を
取
り
寄

せ
、
３
月
　
日
月
～
　
日
月
必
着
で

19

26
－

〒
　
 
０
０
５
３
五
木
新
町
　
 
７

278

34

五
十
嵐
☎
７
１
２
９
 
８
４
２
１
へ

◆
親
子
サ
ー
ク
ル
の
会
員
募
集
　
０

歳
児
は
鉦
、１
歳
児
は
鍾
、２
歳
児
以

上（
未
就
園
児
）は
鞘
。
月
１
回
。
い

ず
れ
も
　
時
～
　
時
　
分
地
域
子
育

10

11

30

て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
。手
遊
び
や
運
動

な
ど
。　
組（
抽
選
）。申
込
み
は
３
月

32

５
日
月
～
　
日
水
に
電
話
か
直
接
同

14

セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
１
 
３
０
３
１
へ

－

－

－
－

競

　染谷 柊 
しゅう

 成 くん
せい

（２２.９.２４生）
　

◎
市
報
の
だ
に
お
子
さ
ん
の
写
真
を
…「
わ
ん
ぱ
く
登
場
」や
「
わ
が
家

の
天
使
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
。
事
前
に
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
へ

◎
の
だ
っ
こ
ク
イ
ズ
当
選
者
…
２
月
１
日
号
の
正
解
は「
ぼ
う
さ
い
む
せ
ん
」で
し
た
。　
人
の
正
解
者
の
中
か
ら
抽

８６

選
の
結
果
、当
選
者
は
荒
井
節
子
様
、
岡
田
祥
孝
様
、
長
内
桂
子
様
、
斎
藤
ミ
サ
様
、
生
井
久
子
様（
五
十
音
順
）で
す
。

　中村 琉 
りゅう

 輝 くん・中村
き

 心彩 ちゃん
ここあ

    （１８.５.１４生・左） （２２.６.２７生・右）
　

【
問
題
】マ
ス
目
の
中
に
言
葉
を
埋
め
、二

重
ワ
ク
の
中
の
文
字
を
Ａ
か
ら
Ｆ
の
順
に

並
べ
て
答
え
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。ヒ
ン
ト

＝
今
号
の
９
ペ
ー
ジ
に
答
え
が
あ
り
ま
す

（
出
題
＝
秘
書
広
報
課
・
参
考
＝
大
辞
林
）。

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

①
足
が
　
本
。②
市
が
進
め
る「
ふ
ゆ
み

１０

ず
―
―
」。③「
太
陽
」を
英
語
で
。⑤
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
や
マ
テ
ィ
ー
ニ
な
ど
。⑦
白
い

子
猫
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。⑧
手
術
の
こ
と
。

⑩
見
込
み
違
い
。「
―
―
が
外
れ
る
」。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

①
逃
げ
場
の
な
い
様
子
。「
ま
な
―
―
の

鯉
」。
③
カ
ッ
パ
の
頭
に
あ
る
の
は
？
④

盛
ん
に
議
論
。―
―
 諤
  諤
 。⑥
リ
リ
ー
・
フ

が
く
 が
く

ラ
ン
キ
ー
作「
東
京
タ
ワ
ー
～
オ
カ
ン
と

―
―
と
、時
々
、オ
ト
ン
」。⑨
子
ど
も
―
―
。

残
業
―
―
。⑪
Ｐ
Ｋ
。―
―
キ
ッ
ク
。

【
応
募
方
法
】官
製
は
が
き
に
３
月
　
日
１５

木
必
着
で
、答
え（
ひ
ら
が
な
で
も
カ
タ

カ
ナ
で
も
可
）、郵
便
番
号
、住
所
、氏
名
、

年
齢
、電
話
番
号
、市
報
に
対
す
る
ご
意

見
を
明
記
し
、〒
　
―
8
5
5
0
野
田
市

２７８

役
所
秘
書
広
報
課「
の
だ
っ
こ
ク
イ
ズ
」係

ま
で
。正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
名
様

に「
図
書
カ
ー
ド
」を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

　
正
解
と
当
選
者
は
４
月
１
日
号
で
発

表
し
ま
す
。
な
お
、当
選
者
の
方
は
氏
名

を
紙
面
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。



市の鳥市の花

ひばりつつじ

市報のだ　第１１１１号　平成２４年３月１日号／発行＝野田市（〒２７８－８５５０　野田市鶴奉７番地の１・☎◯０４ ７１２５－１１１１）／編集＝企画財政部秘書広報課

　急病センター ☎７１２５－１１８８ ▼内科・小児科＝１９時～２２時（毎日）

▼歯科診療＝９時～１２時（休日）

市の木

けやき

人口と世帯（２４.２.１現在）●人口＝１５７,３６２人（－３９）　男＝７９,１４４人（ー１９）　女＝７８,２１８人（－２０）●世帯数＝６２,７８３世帯（＋５２）　●市の面積＝１０３.５４㎢

失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失

※休日当番医は変更することもあります。受診の際にはテレホンガイド（☎７１２４－７２７２：コード６１０１）、または野田市ホームページ
（http://www.city.noda.chiba.jp/kurashi/０４-０１-０１.html）で確認をしてください。

休日当番医での診療時間
外科・産婦人科＝９時～２２時（ただし１６時～１９時は除く）
内科＝９時～１６時（１９時～２２時は急病センターで行います）

▼
去
る
２
月
６
日
に
当
市
名

誉
市
民
の
茂
木
七
左
衞
門
氏

が
永
眠
さ
れ
ま
し
た
▼
故
人

は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
野
田

市
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
が
、
み
ど
り
の
保
全
に
お

い
て
も
多
大
な
る
功
績
を
残

さ
れ
て
い
ま
す
▼
平
成
　
年
12

の
市
制
施
行
　
周
年
で
は
、

50

記
念
事
業
の
実
行
委
員
長
と

し
て
ご
活
躍
な
さ
れ
ま
し
た

▼
当
時
　
歳
で
し
た
が
元
気

92

に
文
化
会
館
前
で
、
市
の
木

「
け
や
き
」
の
記
念
植
樹
を

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
思
い
出

さ
れ
、
あ
ら
た
め
て
、
故
人

を
 偲
 ぶ
と
と
も
に
、
ふ
る
さ

し
の

と
野
田
の
み
ど
り
を
大
切
に

し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
の
思

い
を
強
く
し
ま
し
た
（
な
）

産婦人科内　　科外　　科日（曜日）

川間太田産婦人科医院（☎７１２７－１１３５）新村医院（☎７１３８－２１０３）小張総合病院（☎７１２４－６６６６） 4日（日）

小張総合病院（☎７１２４－６６６６）丹保医院（☎７１２９－３５５７）野田中央病院（☎７１２２－６１６１）１１日（日）

アイレディ－スクリニック（☎７１３７－７６６１）小澤医院（☎７１２２－３９８０）東葛クリニック野田（☎７１２４－３１０１）１８日（日）

遠藤産婦人科医院（☎７１２４－７８６０）豊泉医院（☎７１２９－３８１３）須藤整形外科（☎７１２２－１２２１）２０日（火）

杉崎クリニック（☎７１２５－１０７０）石井医院（☎７１２２－２４３４）キッコーマン総合病院（☎７１２３－５９１１）２５日（日）

■高梨氏庭園の案内図 　
高
梨
兵
左
衛
門
家
は
、上
花

輪
村
の
名
主
の
家
柄
で
、寛
文
元

（
１
６
６
１
）年
に
醤
油
醸
造
を

開
始
し
、
文
政
　（
１
８
２
９
）

12

年
に
は
幕
府
の
御
用
醤
油
と
な

り
、繁
栄
し
た
野
田
醤
油
醸
造
の

中
心
的
存
在
に
な
り
ま
し
た
。大

正
６（
１
９
１
７
）年
に
は
、他
の

醸
造
家
と「
野
田
醤
油
株
式
会

社（
現
在
の
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
株
式

会
社
）」を
設
立
し
ま
す
。

　
兵
左
衛
門
家
邸
宅
の「
高
梨

氏
庭
園
」は
、江
戸
後
期
の
下
総

地
方
豪
農
の
住
宅
庭
園
を
起
源

と
し
、
醤
油
醸
造
で
培
っ
た
財

力
を
背
景
に
、
昭
和
初
期
に
大

改
修
を
行
い
、
現
在
の
屋
敷
構

え
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
設
計
は
明
治
大
学
旧
校
舎

や
興
風
会
館
を
手
掛
け
た
大

森
茂
氏
、施
工
は
大
阪
の
大
林

組
、庭
園
の
築
庭
に
は
赤
坂
の

庭
師
 仙
  石
 

せ
ん
 ご
く

 荘
  太
  郎
 氏
が
関
わ

そ
う
 
た
 
ろ
う

っ
て
い
ま
す
。

　
江
戸
川
を
望
む
高
台
に
は
、

　
さ
ら
に
、
庭
園
に
は
江
戸
時

代
以
来
の
形
を
守
り
な
が
ら
も
、

構
堀
や
石
垣
も
整
え
ら
れ
る
な

ど
、
近
代
的
な
装
飾
も
加
え
ら

れ
ま
し
た
。

　
建
築
物
や
屋
敷
林
な
ど
敷
地

全
体
の
構
成
が
素
晴
ら
し
く
、

明
治
以
降
、
西
洋
建
築
が
流
行

し
た
中
で
、
昭
和
初
期
の
和
風

建
築
物
と
庭
園
は
大
変
貴
重
で

あ
り
、
県
内
で
唯
一
、
国
の
名

勝
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
同
庭
園
内
の（
公
財
）高
梨
本
家

上
花
輪
歴
史
館
展
示
棟
で
は
３
月

１
日
木
～
７
月
　
日
日
の
　
時
～

２９

１０

　
時
に
「
幕
末
上
花
輪
村
武
器
収

１６奪
事
件
」
と
題
し
た
企
画
展
を
開

催
。
入
館
料
　
円（
６
歳
以
上
　

５００

１９

歳
未
満
　
円
）。見
学
の
問
合
せ
は

３００

同
館
☎
７
１
２
２
 
２
０
７
０
へ

―

書院の前庭には静寂さが

主
屋
と
書
院
を
中
心
に
、隠
居
部

屋
や
茶
室
、門
長
屋
、土
蔵
、 籾
 
も
み

 蔵
 、馬
廻
し
、稲
荷
神
社
、神
楽

ぐ
ら殿

な
ど
が
建
ち
並
び
、屋
敷
林
の

中
に
は
、湧
水
を
水
源
と
し
た
 構
 
か
ま
え

 堀
 と
見
事
な
石
垣
が
築
か
れ
ま

ぼ
りし

た
。
大
規
模
な
 数
  寄
  屋
 建
築

す
 
き
 
や

で
あ
る
主
屋
に
は
、
屋
根
瓦
に

京
瓦
、
柱
や
天
井
に
北
山
杉
、

松
、
栂
な
ど
良
質
な
日
本
の
木

材
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

国
指
定
名

　
国
指
定
名
勝勝

　
　
高
梨
氏
庭

高
梨
氏
庭
園園

　
ま
た
、軒
先
に
は
銅
板
を

使
っ
た「
 段
  葺
 」と
呼
ば
れ

だ
ん
 ぶ
き

る
工
芸
品
の
よ
う
な
工
法
、

外
壁
に
は
 錆
 び
の
赤
み
が

さ

独
特
の
上
品
さ
を
醸
し
出

す「
 聚
  楽
  錆
  壁
 」に
杉
皮
を

じ
ゅ
 ら
く
 さ
び
 か
べ

使
っ
た
装
飾
を
施
す
な
ど
、

当
時
の
最
高
の
材
料
と
技

術
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

（８）


